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神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
︑
瀬

戸
中
央
自
動
車
道
︑
西
瀬
戸
自
動

車
道
の
３
ル
ー
ト
か
ら
な
る
本
州
四

国
連
絡
高
速
道
路
は
︑
他
地
域
の

高
速
道
路
と
比
較
し
て
４
倍
強
の

高
速
道
路
料
金
水
準
と
な
っ
て
お

り
︑
本
四
高
速
道
路
料
金
を
負
担

す
る
四
国
４
県
の
事
業
者
に
と
っ
て

は
経
営
面
で
厳
し
い
状
況
が
長
年
に

わ
た
り
続
い
て
い
た
︒

　

同
決
起
大
会
は
︑
全
ト
協
と
四

ト
連
︑
日
貨
協
連
が
強
力
に
タ
ッ
グ

を
組
み
︑
本
四
高
速
道
路
料
金
の

引
下
げ
を
目
指
す
た
め
に
開
催
︒

会
場
に
は
︑﹁
本
四
橋
料
金
下
げ
ろ

！
﹂
と
大
書
さ
れ
た
黄
色
い
ハ
チ
マ

キ
と
赤
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
身
に
付
け

た
︑
四
国
４
県
か
ら
駆
け
つ
け
た
多

く
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
集
結

し
た
︒

　

会
で
は
冒
頭
︑
楠
木
四
ト
連
会
長

（
香
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
ち
︑﹁
四
国
の

運
送
事
業
者
は
︑
燃
料
価
格
高
騰

と
車
両
費
な
ど
の
物
価
高
騰
︑
そ

し
て
高
速
道
路
料
金
に
苦
し
め
ら
れ

て
い
る
︒
特
に
︑
本
四
高
速
道
路
料

金
は
他
地
域
の
高
速
道
路
と
比
べ
て

４
倍
強
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
︒
四

国
の
事
業
者
の
窮
状
を
国
会
議
員

の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
︑
本
四

高
速
道
路
料
金
を
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３

社
と
同
水
準
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
﹂
と
訴
え
た
︒
続
い
て
坂
本
全
ト

協
会
長
が
登
壇
し
︑﹁
本
四
高
速
道

路
料
金
の
高
さ
は
︑
他
地
域
の
事

業
者
か
ら
み
る
と
あ
り
え
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
は
︑
地
域
の
く
ら
し
と
経
済

活
動
を
支
え
て
い
る
︒
一
方
で
︑
本

四
高
速
道
路
料
金
が
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
で
︑
四
国
の
経
済
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
︒
国
会
議
員

の
皆
様
に
は
︑
地
域
創
生
︑
地
域

活
性
化
の
た
め
に
︑
超
党
派
で
高

速
道
路
料
金
体
系
の
是
正
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
︑
四
国
の
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
﹂と
強
く
求
め
た
︒

ま
た
︑御
手
洗
日
貨
協
連
会
長
（
愛

媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
は
︑﹁
本

州
四
国
連
絡
高
速
道
路
は
他
の
高

速
道
路
に
比
べ
て
建
設
コ
ス
ト
が
か

か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
︑
そ
れ

以
上
に
建
設
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い

る
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
方
が
開

通
時
よ
り
料
金
は
低
く
抑
え
ら
れ
て

い
る
︒
そ
の
後
︑
料
金
改
定
が
行
わ

れ
た
も
の
の
︑
今
で
も
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

３
社
と
比
べ
４
倍
強
の
料
金
水
準
と

な
っ
て
い
る
︒
今
回
︑
坂
本
全
ト
協

会
長
に
お
願
い
し
て
︑
初
め
て
全
ト

協
︑
四
ト
連
︑
日
貨
協
連
合
同
に

よ
る
決
起
大
会
開
催
に
至
っ
た
︒
こ

れ
を
機
に
︑
国
会
議
員
の
皆
様
方
に

は
︑
ぜ
ひ
本
四
高
速
道
路
料
金
の

引
下
げ
を
お
願
い
し
た
い
﹂
と
述
べ

た
︒

　

そ
の
後
︑
来
賓
と
し
て
招
か
れ
た

国
会
議
員
が
あ
い
さ
つ
︒
平
井
卓
也

衆
議
院
議
員
は
︑﹁
皆
様
が
苦
し
ん

で
い
る
本
四
高
速
道
路
料
金
の
値
下

げ
に
つ
い
て
全
力
で
取
り
組
み
︑
皆

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
た
め
必
ず
結
果
を

出
し
ま
す
﹂
と
発
言
し
た
︒
そ
れ
を
受
け

て
︑
出
席
し
た
各
国
会
議
員
か
ら
も
︑
力

強
い
発
言
が
相
次
い
だ
︒
ま
た
︑
中
谷
元

防
衛
大
臣
（
高
知
県
）
を
は
じ
め
︑
四
国

４
県
選
出
の
国
会
議
員
か
ら
本
四
高
速
道

路
料
金
引
下
げ
へ
の
強
い
決
意
を
示
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
（
別
掲
）︒

　

そ
の
後
の
大
会
決
議
で
は
︑
湯
浅
恭
介

四
ト
連
副
会
長
（
徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
）
が
﹁
大
口
・
多
頻
度
割
引
50
％
枠

の
設
定
﹂︑﹁
設
定
の
な
い
深
夜
割
引
の
導

入
﹂︑﹁
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
と
通
算
し
た
長
距

離
逓
減
割
引
の
導
入
﹂
︱
︱
な
ど
５
項
目

か
ら
な
る
決
議
（
別
掲
）
を
読
み
上
げ
︑

満
場
一
致
で
採
択
︒
四
国
ト
ラ
ッ
ク
青
年

協
議
会
の
稲
見
政
隆
会
長
の
音
頭
で
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
︑
出
席
者
が
料
金

引
下
げ
へ
の
思
い
を
ひ
と
つ
に
し
た
︒

　

最
後
に
︑森
本
敬
一
四
ト
連
副
会
長（
高

知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が
閉
会
あ
い

さ
つ
に
立
ち
︑﹁
坂
本
全
ト
協
会
長
に
自

ら
旗
を
振
っ
て
い
た
だ
き
︑
全
ト
協
・
四

ト
連
・
日
貨
協
連
合
同
で
会
が
開
催
で
き

た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
る
︒
今
回
決
議
さ
れ
た
内
容
が
実
現

で
き
な
け
れ
ば
︑
四
国
の
経
済
は
立
ち
行

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
﹂
と
危
機
感
を
示

し
た
上
で
︑
国
会
議
員
に
対
し
て
料
金
引

下
げ
へ
の
協
力
を
改
め
て
求
め
た
︒

■
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
送
り
い
た
だ

い
た
議
員
（
出
席
議
員
を

除
く
）

・
中
谷
元
防
衛
大
臣
・
衆
議

院
議
員
（
自
民
党
:
高

知
１
区
︹
高
知
県
︺）

・
小
川
淳
也
衆
議
院
議
員

（
立
憲
民
主
党
:
香
川

１
区
︹
香
川
県
︺）

・
山
本
博
司
参
議
院
議
員

（
公
明
党
:
比
例
︹
愛

媛
県
︺）

・
高
橋
永
衆
議
院
議
員
（
立

憲
民
主
党
:
比
例
四
国

︹
徳
島
県
︺）

・
中
西
祐
介
参
議
院
議
員

（
自
民
党
:
徳
島
県
・

高
知
県
）

・
塩
崎
彰
久
衆
議
院
議
員

（
自
民
党
:
愛
媛
１
区

︹
愛
媛
県
︺）

・
長
谷
川
淳
二

衆
議
院
議
員

（
自
民
党
:

愛
媛
３
区
︹
愛

媛
県
︺）

・
山
本
順
三
参

議
院
議
員
（
自

民
党
:
愛
媛

県
）

・
な
が
え
孝
子

参
議
院
議
員

（
無
所
属
:

愛
媛
県
）

・
尾
崎
正
直
衆

議
院
議
員
（
自

民
党
:
高
知

２
区︹
高
知
県
︺）

・
山
崎
正
恭
衆

議
院
議
員
（
公

明
党
:
比
例

四
国︹
高
知
県
︺）

・
広
田
一
参
議

院
議
員
（
立
憲

民
主
党
:
徳

島
県
・
高
知
県
）

■
出
席
議
員
（
本
人
出
席
）

・
平
井
卓
也
衆
議
院
議
員

（
自
民
党
:
比
例
四
国

︹
香
川
県
︺）

・
瀬
戸
隆
一
衆
議
院
議
員
（
自

民
党
:
比
例
四
国
︹
香

川
県
︺）

・
大
野
敬
太
郎
衆
議
院
議
員

（
自
民
党
:
香
川
３
区

︹
香
川
県
︺）

・
磯
﨑
仁
彦
参
議
院
議
員

（
自
民
党
:
香
川
県
）

・
三
宅
伸
吾
参
議
院
議
員

（
自
民
党
:
香
川
県
）

・
浜
口
誠
参
議
院
議
員
（
国

民
民
主
党
:
比
例
）
※

玉
木
雄
一
郎
国
民
民
主
党

党
首
（
国
民
民
主
党
:

香
川
２
区
︹
香
川
県
︺）

代
理

・
山
口
俊
一
衆
議
院
議
員
（
自

民
党
:
徳
島
２
区
︹
徳

島
県
︺）

・
仁
木
博
文
衆
議
院
議
員

（
自
民
党
:
徳
島
１
区

︹
徳
島
県
︺）

・
石
井
智
恵
衆
議
院
議

員
（
国
民
民
主
党
:

比
例
四
国︹
愛
媛
県
︺）

・
梶
原
大
介
参
議
院
議

員
（
自
民
党
:
比
例

︹
高
知
県
︺）

決
議
お
よ
び
出
席
国
会
議
員

　
「
決
議
」

　

私
た
ち
四
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

は
、
地
域
の
産
業
活
動
を
支
え
る
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
公
共
輸
送
サ
ー
ビ
ス

の
担
い
手
と
し
て
、
そ
の
重
要
な
使
命
を

果
た
す
べ
く
日
夜
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、「
二
〇
二
四
年
問
題
」
に
対
応

す
る
た
め
、
運
賃
を
含
め
た
取
引
条
件
変

更
の
交
渉
を
実
施
し
て
い
る
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
世
界
情
勢
の
変
化
に

よ
る
燃
料
価
格
の
高
止
ま
り
を
は
じ
め
と

す
る
諸
物
価
の
高
騰
を
受
け
、
私
た
ち
の

必
死
の
自
助
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経

営
状
況
は
悪
化
の一
途
を
た
ど
り
、今
や
、

多
く
の
事
業
者
が
ま
さ
し
く
事
業
存
廃
の

岐
路
に
直
面
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
な
ぜ
本

四
高
速
は
一
般
の
高
速
自
動
車
道
よ
り
割

高
な
の
か
。
本
四
高
速
料
金
は
我
々
が
負

担
し
て
お
り
、他
地
域
の
事
業
者
と
比
べ
、

４
倍
強
の
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
地
域
経
済
を
支
え
る
公
共
輸

送
サ
ー
ビ
ス
を
今
後
も
安
定
的
に
提
供
し

て
い
く
た
め
、
以
下
の
項
目
の
実
現
を
期

し
、
私
た
ち
は
、
総
意
を
も
っ
て
強
く
要

請
す
る
。

一
、
大
口
・
多
頻
度
割
引
五
〇
％
枠
の
設

定

一
、
設
定
の
な
い
深
夜
割
引
の
導
入

一
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
と
通
算
し
た
長
距
離
逓

減
割
引
の
導
入

一
、
平
日
朝
夕
割
引
を
中
型
車
以
上
に
も

適
用

一
、
割
高
な
土
日
祝
日
の
大
型
車
料
金
の

引
下
げ

右
、
決
議
す
る
。

令
和
７
年
５
月
17
日

四
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
連
合
会

公
益
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会

会場に集結した約260人の参加者が、本四高速道路料
金引下げを目指して力強くシュプレヒコールを行った

坂本　克己
全ト協会長

御手洗　安
日本貨物運送協同組合連合会会長

森本　敬一
高知県ト協会長

楠木　寿嗣
四国トラック協会連合会会長

湯浅　恭介
徳島県ト協会長

浜口　誠
参議院議員

大野　敬太郎
衆議院議員

平井　卓也
衆議院議員

瀬戸　隆一
衆議院議員

磯﨑　仁彦
参議院議員

三宅　伸吾
参議院議員

石井　智恵
衆議院議員

山口　俊一
衆議院議員

仁木　博文
衆議院議員

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
坂
本
克
己
会
長
）
は

５
月
17
日
︑四
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
連
合
会（
四
ト
連
︑

楠
木
寿
嗣
会
長
）︑
日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
（
日
貨
協
連
︑
御
手
洗
安
会
長
）
と
の
共
催

に
よ
り
︑﹁
本
四
高
速
道
路
料
金
引
き
下
げ
決
起

大
会
﹂
を
香
川
県
高
松
市
の
ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー

デ
ン
で
開
催
︒
四
国
選
出
の
国
会
議
員
や
四
国
４

県
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
ら
約
２
６
０
人
が
参

加
し
た
︒

　

同
大
会
は
︑
全
ト
協
・
四
ト
連
・
日
貨
協
連
が

一
致
団
結
し
て
開
催
し
た
初
の
決
起
大
会
︒
出
席

し
た
四
国
４
県
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
た
ち
は
︑

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
と

同
一
の
一
貫
し
た
割
引
制
度
を
導
入
す
る
よ
う
︑

四
国
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し
て
強
く
訴
え
た
︒

　

５
月
23
日
︑
衆

議
院
国
土
交
通
委

員
会
が
開
催
さ

れ
︑
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法

律
案
お
よ
び
貨
物

自
動
車
運
送
事
業

の
適
正
化
の
た
め

の
体
制
の
整
備
等

の
推
進
に
関
す
る

法
律
案
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
︒

　

５
月
27
日
︑
衆

議
院
本
会
議
が
開

催
さ
れ
︑
同
法
律

案
が
賛
成
多
数
に

よ
り
可
決
さ
れ
た
︒

速報

改
正
法
と
新
法
が

「
衆
議
院
」を
通
過 「
参
議
院
」へ
送
付
!!

NEXCOと同一の割引制度の実現を!!
四 国 の 経 済 活 性 化 へ！
超党派の国会議員に対し力強く要望！

全
ト
協
・
四
ト
連
・
日
貨
協
連
合
同

「
本
四
高
速
道
路
料
金
引
き
下
げ
決
起
大
会
」
開
催
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〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

6月1日号

1月1・10日号

（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）
※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
（
全
国
道
路

利
用
者
会
議
副
会
長
）
は
５

月
13
日
︑
東
京
都
千
代
田
区

の
砂
防
会
館
別
館
﹁
シ
ェ
ー

ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
﹂
で
開

催
さ
れ
た
﹁
全
国
道
路
利
用

者
会
議
﹂
第
77
回
定
時
総
会

に
出
席
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
を
は
じ
め
と
し
た
道

路
利
用
者
の
代
表
と
し
て
︑

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

等
に
関
す
る
決
議
文
を
力
強

く
読
み
上
げ
た
︒

　

会
議
は
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
を
は
じ
め
と
し
た

道
路
ユ
ー
ザ
ー
関
係
団
体
や

自
治
体
関
係
者
の
ほ
か
︑
多

く
の
国
会
議
員
や
国
土
交
通

省
︑
高
速
道
路
会
社
の
幹
部

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
︒

　

会
議
で
は
冒
頭
︑
庄
子
清

一
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

（
同
会
議
副
会
長
）
が
開
会

の
辞
を
述
べ
︑
そ
の
後
議
事

と
し
て
役
員
の
改
選
に
つ
い

て
審
議
︒
佐
藤
信
秋
自
由
民

主
党
参
議
院
議
員
（
前
・
同

会
議
会
長
特
別
補
佐
）
が
会

長
に
︑
古
賀
誠
会
長
が
綿
貫

民
輔
元
衆
議
院
議
長
と
と
も

に
最
高
顧
問
に
就
任
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
︒

　

続
い
て
︑
古
賀
最
高
顧
問

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
︑﹁
こ
れ

ま
で
５
期
︑
10
年
に
わ
た
り

会
長
を
務
め
て
き
た
︒
こ
の

10
年
間
を
振
り
返
る
と
︑
平

成
27
年
に
会
長
に
就
任
し
︑

29
年
に
道
路
利
用
者
団
体
の

代
表
と
し
て
全
ト
協
に
ご
参

画
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
︒

道
路
利
用
者
の
皆
様
方
に
ご

参
画
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
︑
会
議
と
し
て
は

何
よ
り
も
心
強
い
︑
最
高
の

出
来
事
だ
っ
た
﹂
と
語
っ
た

上
で
︑﹁
佐
藤
新
会
長
の
下
︑

団
結
し
て
ぜ
ひ
道
路
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
結
び
付
け
て
い

た
だ
き
た
い
﹂
と
述
べ
た
︒

続
い
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
佐

藤
新
会
長
は
︑﹁
国
土
強
靭

化
実
施
中
期
計
画
で
は
20
兆

円
強
の
予
算
規
模
が
想
定
さ

れ
て
い
る
︒
皆
様
の
頑
張
り

で
ど
こ
ま
で
予
算
額
を
上
乗

せ
で
き
る
か
が
︑
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
へ
の
大
き
な

カ
ギ
と
な
っ
て
く
る
︒
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

毎
年
の
要
望
活
動
を
強
化

し
︑
少
し
で
も
道
路
予
算
の

上
積
み
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
﹂
と
︑
参
加
者
に
対
し
て

協
力
を
強
く
求
め
た
︒

　

ま
た
︑
来
賓
と
し
て
森
山

裕
自
民
党
幹
事
長
︑
高
橋
克

法
国
土
交
通
副
大
臣
︑
井
上

貴
博
衆
議
院
国
土
交
通
委
員

長
︑
小
西
洋
之
参
議
院
国
土

交
通
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し

た
ほ
か
︑
古
川
康
国
土
交
通

副
大
臣
︑
国
定
勇
人
国
土
交

通
大
臣
政
務
官
︑
高
見
康
裕

国
土
交
通
大
臣
政
務
官
︑
𠮷

井
章
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

も
出
席
し
た
︒
さ
ら
に
︑
山

本
巧
道
路
局
長
を
は
じ
め
︑

国
土
交
通
省
道
路
局
の
幹
部

も
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
︒

　

続
い
て
︑
関
好
孝
福
岡
県

大
牟
田
市
長
（
同
会
議
副
会

長
）
が
意
見
発
表
を
行
い
︑

全
国
の
道
路
利
用
者
会
議
か

ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
に

つ
い
て
説
明
︒
同
内
容
を
基

に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
決
議

（
別
掲
）
を
坂
本
全
ト
協
会

長
が
読
み
上
げ
︑
満
場
一
致

で
採
択
し
た
︒

　

決
議
で
は
︑
厳
し
い
国
際

競
争
の
中
︑
日
本
全
体
の
経

済
の
活
力
を
取
り
戻
す
た

め
︑
我
が
国
の
経
済
を
向
上

さ
せ
︑
国
内
投
資
拡
大
に
繋

が
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
を
筆
頭
に
掲
げ
た
ほ

か
︑
利
用
者
目
線
で
の
渋
滞

対
策
の
実
施
や
道
の
駅
な
ど

の
休
憩
施
設
の
機
能
強
化
︑

中
継
物
流
拠
点
の
整
備
お
よ

び
交
通
結
節
機
能
の
強
化
︑

さ
ら
に
高
速
道
路
料
金
に
つ

い
て
利
用
に
応
じ
た
料
金
制

度
と
し
つ
つ
︑
事
業
者
向
け

割
引
を
継
続
す
る
こ
と
な
ど

を
求
め
て
い
る
︒

　

同
決
議
の
内
容
に
つ
い
て

は
︑
政
府
や
国
会
議
員
等
に

対
し
て
要
望
を
行
っ
て
い
く
︒

全国道路利用者会議「第77回定時総会」では、道路ネットワークの強化等に関する決議が満場一致で採択された（5月13日、砂防会館別館）

坂本会長　全国道路利用者会議定時総会で決議を堂々と朗読坂本会長　全国道路利用者会議定時総会で決議を堂々と朗読

古賀　誠
最高顧問

佐藤　信秋
会長

高橋　克法
国交副大臣

森山　裕
自民党幹事長

坂本　克己
全ト協会長

井上　貴博
衆議院国土交通委員長

小西　洋之
参議院国土交通委員長

物流効率化に繋がる道路ネットワークの強化を！

決　　議
　次に掲げる項目を計画的かつ着実に実現すること。

一、�厳しい国際競争の中、日本全体の経済の活力を取り戻すため、我が国
の生産性を向上させ、国内投資拡大につながる道路ネットワークの強
化を図ること

一、�国土強靱化実施中期計画について、新たな施策などを位置付け、現行
の対策を大きく上回る必要な事業・予算規模で策定し、今後の人件費
等の高騰等の影響を適切に反映した必要な予算・財源を通常道路予算
とは別枠で満額確保すること

一、�安心して道路空間を利用できるよう、安全な走行空間の確保に向け、
計画的な老朽化対策を推進すること

一、�経済活動の生産性向上やカーボンニュートラル推進を図るため、利用
者目線での渋滞対策の実施、道の駅などの休憩施設の機能強化、中継
物流拠点の整備及び交通結節機能の強化を推進すること

一、�高速道路料金について、利用に応じた料金制度としつつ、事業者向け
割引を継続すること

　これらの項目も踏まえ、資材価格などの上昇に対応する中でも、山積す
る道路整備の課題に対応しながら計画的かつ長期安定的な道路整備・管理
が進められるよう、新たな財源の創設等により、令和 8年度道路関係予算は、
所要額を満額確保すること。

令和７年５月 13日　　　　　　　　
全国道路利用者会議　第 77回定時総会

　

全
ト
協
の
坂
本
克
己
会
長

は
４
月
18
日
︑
全
国
道
路
利

用
者
会
議
理
事
会
に
出
席

し
︑
５
月
13
日
開
催
の
同
会

議
﹁
第
77
回
定
時
総
会
﹂
に

附
議
さ
れ
る
決
議
案
を
朗

読
︑
提
案
し
承
認
さ
れ
た
︒

決
議
案
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る

道
路
利
用
者
目
線
で
︑
一
層

の
道
路
整
備
推
進
を
強
く
訴

え
た
︒

　

坂
本
全
ト
協
会
長
は
︑
道

路
利
用
者
側
代
表
と
し
て
同

会
議
に
お
い
て
本
部
副
会
長

を
務
め
て
お
り
︑
同
会
は
各

種
地
方
公
共
団
体
を
は
じ

め
︑
道
路
・
建
設
・
自
動
車

・
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
等
の
関
連
す
る
幅
広
い

事
業
者
︑
団
体
が
会
員
と
し

て
加
盟
し
て
い
る
︒

　

理
事
会
の
冒
頭
︑
古
賀
誠

会
長
（
当
時
）
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
︑﹁
本
年
度
政
府
予

算
は
約
１
１
５
兆
円
で
あ
り
︑

そ
の
う
ち
道
路
関
係
予
算
は

２
兆
１
１
８
９
億
円
で
あ
っ

た
︒
国
土
強
靭
化
の
問
題
に

つ
い
て
は
︑
国
土
強
靱
化
基

本
法
に
基
づ
き
︑
災
害
に
強

い
国
土
を
構
築
す
る
た
め
の

施
策
が
︑
４
月
１
日
に
第
１

次
国
土
強
靭
化
実
施
中
期
計

画
（
素
案
）
と
し
て
提
示
さ

れ
た
︒
令
和
８
年
度
か
ら
12

年
度
の
事
業
規
模
で
25
兆
円

を
下
回
ら
な
い
大
枠
に
つ
い

て
提
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
︑

今
後
詳
細
を
議
論
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
︒
い
ず
れ
に
し

て
も
我
が
国
の
国
土
︑
国
民

の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
し

っ
か
り
と
確
保
し
て
い
く
た

め
︑
概
ね
の
事
業
規
模
を
踏

ま
え
︑
施
策
内
容
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

の
精
査
を
進
め
︑
６
月
を
目

途
に
計
画
を
策
定
す
る
︒
命

を
守
る
意
味
で
大
事
な
公
共

事
業
で
あ
り
︑
特
に
道
路
が

重
要
︒
後
世
に
禍
根
を
残
さ

な
い
よ
う
国
土
強
靭
化
を
実

現
す
る
こ
と
が
私
ど
も
の
使

命
で
あ
る
﹂
と
述
べ
︑
国
土

強
靭
化
対
策
に
つ
い
て
精
力

的
に
取
り
組
む
意
欲
を
示
し

た
︒

　

こ
の
後
は
︑
来
賓
と
し
て

国
土
交
通
省
の
山
本
巧
道
路

局
長
が
あ
い
さ
つ
︒
引
き
続

き
︑
道
路
局
幹
部
ら
が
道
路

行
政
を
取
り
巻
く
最
近
の
情

勢
に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

全
国
道
路
利
用
者
会
議
・
理
事
会

全
国
道
路
利
用
者
会
議
・
理
事
会

定
時
総
会
へ
上
程
の
決
議
案
を
承
認

定
時
総
会
へ
上
程
の
決
議
案
を
承
認

古
賀
誠
氏
最
高
顧
問
に

古
賀
誠
氏
最
高
顧
問
に新会

長
に
佐
藤
信
秋
氏

新
会
長
に
佐
藤
信
秋
氏

　

令
和
７
年
﹁
春
の
叙
勲
﹂
受

章
者
が
４
月
29
日
に
︑
ま
た
︑﹁
春

の
褒
章
﹂
受
章
者
が
４
月
28
日
に

そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
関
係
の
受

章
者
は
︑
次
の
各
氏
（
敬
称
略
︑

年
齢
は
４
月
29
日
現
在
）︒

︻
叙
勲
︼

◎
旭
日
小
綬
章

▽ 

木
村
英
敬
（
き
む
ら
・
ひ
で
の

り
）
元
・
青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
︑
三
協
運
輸
㈱
代
表

取
締
役
︑
83
歳

◎
旭
日
双
光
章

▽ 

坂
田
喜
信
（
さ
か
た
・
よ
し
の

ぶ
）
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
︑
岸
本
運
送
㈱
代
表
取
締

役
︑
85
歳

▽ 

上
里
康
雄
（
う
え
ざ
と
・
や

す
お
）
沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

理
事
︑
㈱
東
産
業
代
表
取
締

役
・
72
歳

▽ 

宮
本
宗
雄
（
み
や
も
と
・
む

ね
お
）
元
・
香
川
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会
長
︑
四
国
輸
送
㈱

会
長
︑
91
歳

︻
褒
章
︼

◎
黄
綬
褒
章

▽ 

藤
木
德
昭
（
ふ
じ
き
・
の
り
あ

き
）
元
・
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
理
事
︑㈱
藤
木
運
送
会
長
︑

72
歳

▽ 

増
田
幸
德
（
ま
す
だ
・
ゆ
き

の
り
）
一
宮
運
輸
㈱
社
長
執
行

役
員
︑
70
歳

受章おめでとうございます受章おめでとうございます
春
の
叙
勲
・
褒
章
に

春
の
叙
勲
・
褒
章
に栄え

の
６
氏

栄
え
の
６
氏

旭日双光章
宮本　宗雄氏

旭日双光章
坂田　喜信氏

旭日双光章
上里　康雄氏

旭日小綬章
木村　英敬氏

黄綬褒章
増田　幸德氏

黄綬褒章
藤木　德昭氏

令和7年春の
叙勲・褒章
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　あなたは、帰宅時間帯、人の行き来の多い駅前のバス停
に差しかかりました。自車の左側にはバスが停車しています。
また、この場面にはどのような危険がありますか。また、危
険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょう
か。考えてみましょう。

状 

況

〔第 176回〕「駅前のバス停付近」

（解説・9面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

い
ハ
イ
リ
ス
ク
者
︑
要
医
療

・
要
生
活
改
善
者
の
見
え
る

化
が
可
能
に
な
る
ほ
か
︑
ハ

イ
リ
ス
ク
者
に
対
す
る
再
検

査
受
診
勧
奨
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
︒
ま
た
︑
同
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
健
康
診
断
結

果
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
関
す

る
取
り
組
み
は
︑
Ｇ
マ
ー
ク

申
請
の
評
価
対
象
と
な
る
︒

利
用
料
金
は
１
人
当
た
り
１

１
０
０
円
（
税
込
／
全
ト
協

負
担
金
使
用
後
の
価
格
）︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
同
シ
ス
テ
ム
の
特
設

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
設
置
し
︑

活
用
・
申
込

方
法
等
の
詳
細
を
掲
載
︒
ま

た
︑
同
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

検
討
し
て
い
る
事
業
者
を
対

象
と
し
た
合
同
（
Ｗ
ｅ
ｂ
）

説
明
会
（
表
）
に
つ
い
て
も
︑

同
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
る
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景

況
感令

和
７
年
１
月
~
３
月
期

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
19
日
︑
令
和
７
年
１
月

~
３
月
期
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
景
況
感（
速
報
）﹂

を
発
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
輸
送
数
量
は

増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
︑

燃
料
価
格
の
高
止
ま
り
や
物

価
高
に
よ
る
輸
送
原
価
の
上

昇
分
を
十
分
に
転
嫁
で
き

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
緊

急
支
援
物
資
輸
送
等
の
記
録

石
川
県
ト
協
と
共
同
編
集

で
発
刊

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
石
川
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
（
久
安
常
信
会
長
）

と
の
共
同
編
集
で
︑﹃
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震　

緊
急

ず
︑
営
業
利
益
・
経
常
利
益

が
悪
化
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
︑
景
況
感
は
前
回
の
▲
18

・
２
か
ら
▲
18
・
７
へ
︑
０

・
５
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
︒

　

な
お
︑
来
期
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
︑
米
国
関
税
政
策

が
も
た
ら
す
事
業
環
境
の
不

透
明
化
や
人
材
不
足
︑
物
価

上
昇
等
を
反
映
し
︑
景
況
感

は
今
回
の
▲
18
・
７
か
ら
▲

26
・
２
へ
︑
７
・
５
ポ
イ
ン

ト
悪
化
す
る
見
込
み
で
あ
る

と
し
た
︒

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度

（
引
越
安
心
マ
ー
ク
）
申
請

ペ
ー
ジ
が
オ
ー
プ
ン

申
請
書
類
の
頒
布
開
始

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

支
援
物
資
輸
送
等
活
動
記

録  

県
民
の
命
を
繋
ぐ
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
﹄
を
発
刊
し
た
︒

　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発

生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

６
の
能
登
半
島
地
震
は
︑
能

登
半
島
を
中
心
に
大
規
模
な

道
路
損
壊
︑
家
屋
倒
壊
︑
津

波
な
ど
の
被
害
を
引
き
起
こ

し
た
︒
こ
の
大
災
害
に
際
し

国
民
生
活
と
経
済
を
支
え
る

﹁
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹂
と
し
て

の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑

被
災
者
の
命
と
く
ら
し
を
何

と
し
て
も
守
っ
て
い
く
た
め

に
︑
発
災
以
降
長
期
間
に
わ

た
り
懸
命
に
緊
急
支
援
物
資

輸
送
を
展
開
し
た
︒
こ
の
緊

急
支
援
物
資
輸
送
の
貴
重
な

経
験
や
教
訓
を
後
世
に
伝

え
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
関
係
者
に
今
後
の
災
害

対
応
へ
有
効
に
役
立
て
て
も

５
月
19
日
︑
２
０
２
５
年
度

﹁
引
越
事
業
者
優
良
認
定
制

度
（
引
越
安
心
マ
ー
ク
）﹂

の
申
請
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

公
開
し
︑
同

日
か
ら
申
請
書
類
の
頒
布
も

開
始
し
た
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
７
月
14

日
㈪
~
８
月
４
日
㈪
（
当
日

消
印
有
効
）︒
申
請
書
類
に

つ
い
て
︑
新
規
申
請
事
業
者

は
︑同
申
請
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

﹁
③
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
﹂
ペ
ー
ジ
か
ら
︑﹁
新
規

申
請
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ペ

ー
ジ
﹂
を
選
択
し
︑
各
種
書

類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
︒

　

更
新
申
請
に
関
し
て
は
︑

該
当
す
る
各
認
定
事
業
者
の

代
表
者
宛
て
に
︑
現
在
登
録

ら
う
こ
と
を
目
的
に
︑
全
ト

協
と
石
川
県
ト
協
の
共
同
編

集
と
い
う
形
で
同
誌
の
発
刊

に
至
っ
た
︒

　

同
誌
で
は
︑
発
災
直
後
か

ら
の
全
ト
協
お
よ
び
石
川
県

ト
協
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
対
応
︑
さ
ら
に
緊
急

支
援
物
資
輸
送
に
携
わ
っ
た

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
な
ら

び
に
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
︑

そ
し
て
支
援
物
資
集
積
拠
点

運
営
に
奔
走
し
た
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
体
験
談
な
ど

も
収
録
し
た
︒
ま
た
︑
輸
送

記
録
や
当
事
者
の
声
な
ど
︑

様
々
な
情
報
か
ら
分
析
し
た

支
援
物
資
集
積
拠
点
の
在
り

方
や
協
会
対
応
の
今
後
の
進

め
方
な
ど
も
︑﹁
教
訓
と
課

題
﹂︑﹁
総
括
﹂
と
し
て
ま
と

め
た
︒

中
の
情
報
が
記
載
さ
れ
た
更

新
申
請
書
類
が
送
付
さ
れ
る
︒

　

な
お
︑
申
請
に
関
す
る
詳

細
等
に
つ
い
て
は
︑
次
号
に

掲
載
予
定
︒

「
大
切
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
Ｓ

Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
！
」
チ
ラ
シ
を
作
成

令
和
７
年
５
月
版

　

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
は
︑
睡
眠
時
に

頻
繁
に
呼
吸
が
止
ま
っ
た
り
︑

止
ま
り
か
け
た
り
す
る
状
態

（
睡
眠
呼
吸
障
害
）
が
繰
り

返
さ
れ
る
た
め
に
︑
質
の
よ

い
睡
眠
が
取
れ
ず
︑
日
中
に

強
い
眠
気
や
疲
労
等
の
自
覚

症
状
を
伴
う
病
気
で
︑
自
分

で
は
自
覚
し
に
く
い
危
険
性

が
あ
る
︒

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
患
者
は
︑
居
眠
り

運
転
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ

る
上
︑
治
療
を
せ
ず
に
放
置

す
る
と
︑
命
に
関
わ
る
合
併

症
（
高
血
圧
︑
狭
心
症
︑
心

筋
梗
塞
︑
脳
梗
塞
等
）
を
引

き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
︑

運
転
中
の
突
然
死
に
も
繋
が

る
︑
健
康
起
因
事
故
の
主
原

因
で
も
あ
る
︒

　

ま
た
令
和
４
年
４
月
か

ら
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
原
因
と
疑
わ

れ
る
事
故
が
発
生
し
た
際
︑

自
動
車
事
故
報
告
書
の
﹁
推

定
原
因
﹂
に
︑
事
故
の
原
因

と
し
て
疑
わ
れ
る
疾
病
名
を

明
記
し
報
告
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
︑
さ
ら
に
７
年
４
月

か
ら
は
︑
事
故
前
後
の
Ｓ
Ａ

Ｓ
を
含
む
健
康
に
関
す
る
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
受
診

状
況
に
つ
い
て
報

告
す
る
よ
う｢

自

動
車
事
故
報
告
書

等
の
取
扱
要
領
﹂

が
一
部
改
正
さ
れ

た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
は
今
年

度
も
﹁
大
切
な
ド
ラ
イ
バ
ー

に
Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
を
！
﹂
チ
ラ
シ（
写
真
）

を
作
成
し
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

に
掲
載
︒
大

切
な
ド
ラ
イ

バ
ー
が
健
康
に
長
く
働
け
る

よ
う
︑
ま
た
︑
健
康
起
因
事

故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
︑

同
検
査
を
受
診
さ
せ
︑
Ｓ
Ａ

Ｓ
の
早
期
発
見
・
治
療
を
行

う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
チ
ラ
シ
は
次
号

以
降
の
本
紙
に
折
り
込
ま
れ

る
予
定
︒

「
過
労
死
等
防
止
対
策
セ
ミ

ナ
ー
」
の
資
料
を
公
開

特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
15
日
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
上
に
﹁﹃
過
労
死

等
防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹄
特

設
ペ
ー
ジ
﹂

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
開
設

し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
い
て

﹁
過
労
死
等
防
止
対
策
セ
ミ

ナ
ー
~
健
康
起
因
事
故
の
削

減
を
目
指
し
て
~
﹂を
開
催
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
が
健
康
で
あ
る

た
め
に
︑
過
労
死
等
や
健
康

起
因
事
故
の
現
状
を
知
り
︑

管
理
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
生

活
習
慣
の
改
善
等
を
促
す
た

め
の
手
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
︑

健
康
管
理
対
策
に
関
す
る
取

り
組
み
状
況
の
チ
ェッ
ク
リ
ス

ト
な
ど
を
用
い
た
意
見
交
換

を
通
じ
て
自
社
の
取
り
組
み

レ
ベ
ル
を
把
握
し
︑
他
社
の

健
康
管
理
に
関
す
る
取
り
組

み
の
好
事
例
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
︑
事
業
者
の
取

り
組
み
を
促
し
︑
過
労
死
等

の
防
止
と
健
康
起
因
事
故
の

削
減
を
図
っ
て
い
る
︒

　

今
般
開
設
さ
れ
た
特
設
ペ

ー
ジ
に
は
︑
同
セ
ミ
ナ
ー
で

使
用
し
て
い
る
資
料
（
一
部

は
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
限
定
資

料
）も
掲
載
︒
全
ト
協
で
は
︑

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
事
業

者
に
対
し
︑
自
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
す
る
健
康
意
識
の

向
上
︑
生
活
習
慣
改
善
の
た

め
の
教
育
用
教
材
と
し
て
活

用
す
る
よ
う
︑
ま
た
︑
セ
ミ

ナ
ー
を
受
講
し
て
い
な
い
事

業
者
に
お
い
て
も
︑
資
料
を

参
考
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康

管
理
に
関
す
る
取
り
組
み
に

役
立
て
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
︒

令
和
７
年
度
「
運
輸
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
」

申
込
受
付
中

Ｗ
Ｅ
Ｂ
説
明
会
も
開
催

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
令
和
７
年
度
の
﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た
め
の

﹃
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ

ス
テ
ム
Ⓡ
﹄﹂
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
る
︒

　

同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
︑
定
期
健
康
診

断
結
果
か
ら
健
康
状
態
の
悪

「
女
性
部
会
設
立
記
念
式

典
」
を
開
催

栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
石
塚
安
民
会
長
）
は
５
月

13
日
︑
栃
木
県
宇
都
宮
市
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
女

性
部
会
設
立
記
念
式
典
を
開

催
し
た
︒

　

栃
木
県
ト
協
で
は
︑
平
成

29
年
と
令
和
５
年
に
開
催
し

た
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女

性
部
と
栃
木
県
ト
協
女
性
経

営
者
等
と
の
意
見
交
換
会
の

中
で
︑
女
性
組
織
設
立
へ
の

協
力
要
請
を
受
け
︑
６
年
以

降
女
性
組
織
設
立
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
き
た
︒
７
年

４
月
１
日
に
は
女
性
部
会
を

設
立
し
︑
部
会
長
に
は
㈱
簗

瀬
の
小
杉
恵
子
代
表
取
締
役

が
就
任
し
た
︒

　

栃
木
県
ト
協
女
性
部
会
で

は
︑
部
会
員
の
知
恵
を
結
集

し
︑
女
性
経
営
者
・
管
理
者

の
資
質
向
上
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
社
会
的
地
位
向
上

に
取
り
組
む
ほ
か
︑
女
性
が

働
き
や
す
く
集
ま
り
や
す
い

業
界
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
る
︒

表　令和 7年度「運輸ヘルスケアナビシステムⓇ
実践的活用のための合同（Web）説明会」スケジュール
6月 ６月５日㈭ 10:00 ～ 11:00 6 月 18日㈬ 14:00 ～ 15:00

7 月 7月 3日㈭ 10:00 ～ 11:00 7 月 16日㈬ 14:00 ～ 15:00

8 月 8月 7日㈭ 10:00 ～ 11:00 8 月 20日㈬ 14:00 ～ 15:00

9 月 9月 4日㈭ 10:00 ～ 11:00 9 月 17日㈬ 14:00 ～ 15:00

10 月 10月 2日㈭ 10:00 ～ 11:00 10 月 15日㈬ 14:00 ～ 15:00

11 月 11月 6日㈭ 10:00 ～ 11:00 11 月 19日㈬ 14:00 ～ 15:00

12 月 12月 11日㈭ 10:00 ～ 11:00

8 年 1月 1月 15日㈭ 10:00 ～ 11:00

2 月 2月 5日㈭ 10:00 ～ 11:00 2 月 18日㈬ 14:00 ～ 15:00

3 月 3月 5日㈭ 10:00 ～ 11:00 3 月 18日㈬ 14:00 ～ 15:00

第
1
回
「
総
務
委
員
会
」全

国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

大
会
の
開
催
概
要
（
案
）
お

よ
び
第
31
回
開
催
ブ
ロ
ッ
ク

（
案
）
︱
︱
に
つ
い
て
審
議

し
︑
原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

な
お
︑
同
委
員
会
で
承
認

さ
れ
た
内
容
は
︑
６
月
５
日

開
催
の
第
２
１
０
回
理
事
会

へ
の
上
程
・
承
認
を
経
て
︑

同
26
日
開
催
の
第
１
０
２
回

通
常
総
会
に
上
程
さ
れ
る
︒

　

続
い
て
︑
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
等
や
︑
７
年
度
の

主
要
会
議
・
行
事
開
催
日
程

に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
15
日
︑
令
和
７
年
度
第

１
回
﹁
総
務
委
員
会
﹂（
小

林
和
男
委
員
長
）
を
開
催
し

た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
６
年
度
事

業
報
告
書
（
案
）︑
②
６
年

度
計
算
書
類
（
貸
借
対
照
表

︹
案
︺︑
正
味
財
産
増
減
計

算
書
︹
案
︺
お
よ
び
収
支
計

算
書
︹
案
︺）
等
︑
③
定
款

の
変
更
（
案
）︑
④
第
30
回

令
和
６
年
度
事
業
報
告（
案
）等
を
承
認

令和7年度第1回「総務委員会」（5月15日、全ト協）

第
３
回
「
道
路
・
施
設
委
員
会
」

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
︒

①
の
道
路
関
係
要
望
事
項
案

は
︑
５
月
28
日
開
催
の
第
13

回
﹁
税
制
委
員
会
﹂
で
の
審

議
を
経
て
︑
６
月
５
日
開
催

予
定
の
第
２
１
０
回
﹁
理
事

会
﹂
に
上
程
さ
れ
る
︒

　

議
事
終
了
後
に
は
︑
国
土

交
通
省
道
路
局
の
松
本
健
高

速
道
路
課
長
が
﹁
最
近
の
道

路
行
政
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
っ
た
︒

　

５
月
14
日
︑
第
３
回
﹁
道

路
・
施
設
委
員
会
﹂（
寺
岡

洋
一
委
員
長
）
が
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
８
年

度
﹁
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に

関
す
る
要
望
事
項
（
道
路
関

係
）﹂︑
②
三
次
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
お
よ

び
新
潟
Ｔ
Ｓ
に
お
け
る
視
察

報
告
︱
︱
に
つ
い
て
審
議
し
︑

道
路
関
係
要
望
事
項
に
つ
い
て審

議

第3回「道路・施設委員会」（5月14日、全ト協）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

係
作
業
者
へ
の
周
知
を
行

う
︒

③ 

安
全
管
理
者
・
安
全
衛
生

推
進
者
等
は
︑
同
運
動
期

間
中
﹁
職
場
の
安
全
衛
生

自
主
点
検
表
﹂（
後
述
）

に
よ
り
職
場
の
安
全
衛
生

点
検
を
行
う
︒ 

④ 

安
全
旗
の
掲
揚
︑
安
全
ポ

ス
タ
ー
・
の
ぼ
り
等
の
掲

示
を
行
う
︒

⑤ 

﹁
荷
役
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

に
基
づ
き
︑
荷
主
等
の
協

力
を
得
て
積
降
ろ
し
作
業

の
内
容
の
確
認
・
把
握
を

行
い
︑
荷
役
作
業
に
伴
う

安
全
上
の
確
認
事
項
を
あ

ら
か
じ
め
運
転
手
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
︑ 

荷
主
等

と
の｢

運
送
契
約
時
に
必

要
な
連
絡
調
整
に
係
る
事

項｣

の
文
書
に
よ
る
取
り

決
め
や
﹁
安
全
作
業
連
絡

書
﹂
の
活
用
を
図
る
︒

⑥ 

定
期
健
康
診
断
の
完
全
実

施
と
事
後
措
置
の
徹
底
を

図
る
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

に
︑
同
運
動

の
実
施
要
綱
と
︑前
述
の
﹁
職

場
の
安
全
衛
生
自
主
点
検

表
﹂
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

 

令
和
７
年
度
第
１
回

「
運
行
管
理
者
試
験
」

日
程
を
発
表

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

　
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
は
５
月
７
日
︑

令
和
７
年
度
﹁
第
１
回
運
行

管
理
者
試
験
﹂
に
つ
い
て
発

表
し
た
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
６
月
９

日
㈪
~
７
月
９
日
㈬
︒
試
験

日
程
は
８
月
２
日
㈯
~
８
月

31
日
㈰
で
︑
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
方

式
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

　

詳
細
・
問

い
合
わ
せ
は
︑

運
行
管
理
者

試
験
セ
ン
タ

の
実
施
事
項
は
次
の
通
り
︒

① 

経
営
ト
ッ
プ
は
︑
労
働
災

害
防
止
の
た
め
に
そ
の
所

信
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
︑
自
ら
が
職
場
の
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行
い
︑

労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て

従
業
員
へ
の
呼
び
か
け
を

行
う
︒

② 

﹁
熱
中
症
の
自
覚
症
状
が

あ
る
作
業
者
﹂
や
︑﹁
熱

中
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
作

業
者
を
見
つ
け
た
者
﹂ 

が
︑

そ
の
旨
を
報
告
す
る
た
め

の
体
制
を
整
備
す
る
と
と

も
に
︑
熱
中
症
の
重
篤
化

防
止
措
置
の
内
容
お
よ
び

実
施
手
順
を
策
定
し
︑
関

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

令
和
７
年
度
「
陸
上
貨
物

運
送
事
業
夏
期
労
働
災
害

防
止
強
調
運
動
」
を
実
施

７
月
１
日
〜
31
日

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働

災
害
防
止
協
会
（
陸
災
防
）

で
は
︑
令
和
７
年
７
月
１
日

~
31
日
の
期
間
に
︑
令
和
７

年
度
﹁
陸
上
貨
物
運
送
事
業

夏
期
労
働
災
害
防
止
強
調
運

動
﹂
を
実
施
す
る
︒

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は 

﹁
気
を
付

け
て
！　

荷
台
の
高
さ
も
命

取
り　

踏
台
・
手
す
り
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
﹂︒
会
員
事
業
場
で

多
重
下
請
構
造
に
関
す
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

平
島
副
会
長
が
登
壇

「
ア
ジ
ア
・
シ
ー
ム
レ
ス
物

流
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
５
」

　

５
月
22
日
に
東
京
都
大
田

区
の
東
京
流
通
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
﹁
ア
ジ
ア
・
シ

ー
ム
レ
ス
物
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
５
﹂
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
﹁
国
内
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
多
重
下
請
構
造
と

物
流
業
界
で
取
り
組
む
べ
き

解
決
策
・
規
制
の
ポ
イ
ン

ト
﹂
に
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
平
島
竜
二
副
会
長
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し

た
︒

　

今
回
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
︑
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
に
矢
野
裕
児
流
通
経
済
大

学
流
通
情
報
学
部
長
兼
教
授

を
迎
え
た
ほ
か
︑
パ
ネ
リ
ス

ト
に
は
平
島
副
会
長
の
ほ

か
︑
前
田
陽
一
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー

ド
東
日
本
㈱
東
日
本
地
区
本

部
水
戸
営
業
部
担
当
部
長
が

名
を
連
ね
た
︒
平
島
副
会
長

は
︑
全
ト
協
﹁
多
重
下
請
構

造
の
あ
り
方
検
討
会
﹂
が
令

和
６
年
３
月
に
と
り
ま
と
め
た

﹁
多
重
下
請
構
造
の
あ
り
方

に
関
す
る
提
言
﹂
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
紹
介
︒
さ
ら
に
︑

委
託
次
数
の
制
限
を
盛
り
込

ん
だ
改
正
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
に
つ
い
て
説
明
し
︑

多
重
下
請
構
造
の
是
正
を
訴

え
た
︒

栃木県ト協「女性部会設立記念式典」（5月13日、
宇都宮市）

（
6
月
１
日
〜
６
月
30
日
）

▽
６
月
５
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
２
１
０
回
理
事
会

▽
６
月
17
日

・
重
量
部
会
総
会

▽
６
月
20
日

・
令
和
７
年
度
第
１
回
青
年
部
会

全
国
代
表
者
協
議
会

▽
６
月
26
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
０
２
回
通
常
総
会

・
第
２
１
１
回
理
事
会

「アジア・シームレス物流フォーラム2025」
パネルディスカッション（5月22日、東京流
通センター）

﹃
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震�

緊
急
支

援
物
資
輸
送
等
活
動
記
録�

県
民
の
命

を
繋
ぐ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹄
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

期
間
は
表
の
通
り
︒

　

申
請
受
付
期
限
は
︑
①
令

和
８
年
１
月
30
日
︑
②
７
年

７
月
31
日
︒
な
お
︑
申
請
受

付
期
間
中
に
申
請
総
額
が
予

算
額
に
達
す
る
場
合
は
︑
申

請
受
付
期
間
内
で
あ
っ
て
も

受
付
を
終
了
す
る
︒

　

同
事
業
の
申
請
受
付
窓
口

は
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
㈱
で
︑
運

輸
支
局
等
で
は
受
け
付
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
︑

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ

Ｎ
㈱
申
請
ポ

ー
タ
ル
サ
イ

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

「
共
同
輸
配
送
や
帰
り
荷

確
保
等
の
た
め
の
デ
ー
タ
連

携
促
進
支
援
事
業
費
補
助

金
」
の
募
集
を
開
始

公
募
期
限
６
月
16
日
㈪

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
共
同
輸
配
送
や
帰
り
荷
確

保
等
の
た
め
の
デ
ー
タ
連
携

促
進
支
援
事
業
費
補
助
金
﹂

の
募
集
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑﹁
物
流
情
報

標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
活

用
し
て
共
同
輸
配
送
や
帰
り

荷
の
確
保
︑
配
車
・
運
行
管

理
の
高
度
化
等
の
物
流
効
率

化
を
図
る
た
め
に
︑
複
数
の

荷
主
企
業
や
物
流
事
業
者
︑

物
流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
者

（
物
流
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
等
）
等
が
連
携
し
て
︑﹁
物

流
・
商
流
情
報
の
オ
ー
プ
ン

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
﹂
の
構

築
や
運
営
を
行
う
事
業
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
︒

　

公
募
期
限
は
６
月
16
日
㈪

17
時
（
必
着
）
で
︑
補
助
対

象
事
業
者
へ
の
交
付
決
定
は

７
月
上
旬
を
予
定
︒
事
業
期

間
は
交
付
決
定
日
~
令
和
８

年
２
月
20
日
㈮
︒

 

同
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て

は
︑
執
行
団
体
（
㈱
日
本
能

率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

物
流
デ
ー
タ
連
携
促
進
支
援

事
務
局
）
の

特
設
サ
イ
ト

（
二
次
元
コ
ー

ド
）を
参
照
︒

 

「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

優
良
事
業
者
等
表
彰
」
の

公
募
を
開
始６月

20
日
㈮
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

優
良
事
業
者
等
表
彰
﹂
の
公

募
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
表
彰
は
︑
運
輸
事
業
者

に
お
け
る
安
全
文
化
の
構
築

・
定
着
︑
継
続
的
な
見
直
し

・
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
力
に
支
援
す
る
た
め
︑

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
し
︑
著
し
く
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
事
業
者
︑
団
体
︑

個
人
に
対
し
て
表
彰
を
行
う

も
の
︒

　

応
募
対
象
は
︑
運
輸
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
︑
著

し
く
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

事
業
者
︑
団
体
︑
個
人
で
︑

自
薦
・
他
薦
は
問
わ
な
い
︒

募
集
期
間
は
６
月
20
日
㈮
ま

で
︒
令
和
７
年
度
中
に
授
賞

式
を
行
う
︒

　

応
募
に
関

す
る
詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

今
年
度
に
国
総
研
試
験
走

路
等
で
実
証
実
験
を
実
施

第
１
回
「
自
動
物
流
道
路
の
実
装

に
向
け
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

　

国
土
交
通
省
は
５
月
16

日
︑
第
1
回
﹁
自
動
物
流
道

路
の
実
装
に
向
け
た
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
﹂
を
開
催
し
︑
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
参
加
者
な
ど

約
１
６
０
人
が
参
加
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
新
た
な
物

流
形
態
と
し
て
︑
道
路
空
間

を
活
用
し
た
﹁
自
動
物
流
道

路
﹂
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
進
め
る
た
め
︑
同
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
を
設
置
︒
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
内
に
︑﹁
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
﹂︑﹁
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
﹂︑﹁
イ
ン
フ
ラ
﹂
の
各
分

科
会
を
設
置
し
︑
自
動
物
流

道
路
の
実
装
に
向
け
た
検
討

を
促
進
す
る
た
め
︑
自
動
物

流
道
路
の
運
営
・
利
用
に
関

心
が
あ
る
者
︑
要
素
技
術
の

保
有
者
等
の
民
間
事
業
者
と

公
的
機
関
と
の
情
報
共
有
・

意
見
交
換
を
行
う
︒

　

同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
︑

自
動
物
流
道
路
の
社
会
実
装

に
向
け
て
︑
今
後
実
証
実
験

を
２
段
階
の
フ
ェ
ー
ズ
で
実

施
︒
今
年
度
（
実
証
実
験
フ

ェ
ー
ズ
１
）
は
︑
搬
送
機
器

の
走
行
性
能
の
検
証
に
主
眼

を
置
き
︑
国
土
技
術
政
策
総

　

国
土
交
通
省
と
農
林
水
産

省
︑
経
済
産
業
省
は
５
月
８

日
︑
第
１
回
﹁
２
０
３
０
年

度
に
向
け
た
総
合
物
流
施
策

大
綱
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
座

長
:
根
本
敏
則
敬
愛
大
学

特
任
教
授
）
を
開
催
し
︑
今

年
度
が
計
画
期
間
の
最
終
年

度
と
な
る
﹁
総
合
物
流
施
策

大
綱
（
２
０
２
１
年
度
~
２

０
２
５
年
度
）﹂
に
代
わ
る
︑

次
期
大
綱
の
策
定
に
向
け
た

 

「
５
両
割
れ
」
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
対
し
厳
正
に

対
処事

業
計
画
に
従
い
業
務
を

行
う
べ
き
命
令
の
発
動
基
準
を

制
定
・
公
示

　

国
土
交
通
省
は
５
月
１

日
︑い
わ
ゆ
る
﹁
５
両
割
れ
﹂

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対

し
︑
事
業
計
画
に
従
い
業
務

を
行
う
べ
き
命
令
発
動
基
準

を
制
定
・
公
示
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

は
︑
あ
ら
か
じ
め
策
定
し
た

事
業
計
画
に
基
づ
き
事
業
を

う
︑
事
業

計
画
に
従

い
業
務
を

行
う
べ
き

命
令
を
発

動
す
る
た

め
の
基
準

を
制
定
し

た
︒

　

発
動
基

準
の
概
要

は
別
掲
の

通
り
︒
地

方
貨
物
自

動
車
運
送

適
正
化
事

業
実
施
機

関
が
行
う

巡
回
指
導

検
討
を
ス
タ
ー
ト
し
た
︒

　

我
が
国
の
物
流
に
つ
い
て

は
︑
２
０
３
０
年
度
に
想
定

さ
れ
る
輸
送
力
不
足
の
解
消

や
﹁
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
﹂
の
実
現
︑
自

動
運
転
等
の
技
術
革
新
へ
の

対
応
な
ど
︑
大
き
な
変
革
を

迫
ら
れ
て
お
り
︑
今
年
３
月

に
開
催
さ
れ
た
﹁
我
が
国
の

物
流
の
革
新
に
関
す
る
関
係

閣
僚
会
議
﹂
に
お
い
て
︑
石

破
茂
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
︑

策
定
に
向
け
た
検
討
を
早
急

に
開
始
す
る
よ
う
指
示
が
な

さ
れ
て
い
る
︒
同
検
討
会
で

は
こ
れ
を
受
け
て
︑
物
流
を

取
り
巻
く
諸
課
題
へ
の
対
応

の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
︑
今
後
の
物
流
施
策
の

在
り
方
に
つ
い
て
有
識
者
か

ら
提
言
を
得
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
︒
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

継
続
す
る
義
務
が
あ
り
︑
ト

ラ
ッ
ク
を
原
則
５
両
以
上
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
︒
し
か

し
︑
実
際
に
は
計
画
の
内
容

に
反
し
た
状
態
で
事
業
を
行

う
者
も
存
在
す
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑﹁
物
流
２
０

２
４
年
問
題
﹂
へ
の
対
応
と

し
て
︑
物
流
の
維
持
を
確
実

な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
︑

こ
れ
ら
に
対
し
厳
正
に
対
処

す
る
こ
と
に
よ
り
悪
質
な
法

令
違
反
事
業
者
を
排
除
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
適
正

化
が
推
進
さ
れ
︑
公
平
な
競

争
環
境
が
維
持
さ
れ
る
よ

協
会
か
ら
は
︑
馬
渡
雅
敏
副

会
長
（
松
浦
通
運
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）
が
構
成
員
と
し

て
参
加
し
て
い
る
︒

　

第
１
回
検
討
会
で
は
︑
物

流
を
取
り
巻
く
動
向
と
物
流

施
策
の
現
状
・
課
題
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
説
明
︒
次
期

や
国
が
行
う
監
査
等
の
結

果
︑
営
業
所
に
配
置
す
る
種

別
ご
と
の
車
両
が
事
業
計
画

に
反
し
５
両
未
満
と
行
政
が

把
握
し
た
場
合
に
︑
事
業
者

に
対
し
命
令
を
発
出
︒
命
令

の
日
か
ら
原
則
３
か
月
以
内

に
改
善
報
告
を
提
出
す
る
と

と
も
に
︑
報
告
内
容
に
応
じ

た
事
業
計
画
変
更
認
可
申
請

ま
た
は
事
業
計
画
変
更
届
出

を
行
う
よ
う
措
置
す
る
︒
報

告
お
よ
び
必
要
と
な
る
申
請

が
当
該
期
間
ま
で
に
行
わ
れ

な
い
場
合
︑
ま
た
は
当
該
申

請
が
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
に
は
︑
事
業
計
画
に
従
い

業
務
を
行
う
べ
き
命
令
違
反

と
し
て
取
り
扱
う
︒
命
令
違

反
と
し
て
取
り
扱
う
場
合
︑

行
政
処
分
等
の
基
準
に
基
づ

く
行
政
処
分
を
実
施
す
る
と

と
も
に
︑
併
せ
て
再
度
事
業

計
画
に
従
い
業
務
を
行
う
べ

き
命
令
を
発
動
す
る
も
の
と

し
︑
再
度
こ
れ
に
従
わ
な
か

っ
た
場
合
に
は
︑
行
政
処
分

の
基
準
に
従
い
︑
許
可
の
取

消
し
処
分
を
行
う
︒

 

「
ド
ロ
ー
ン
配
送
拠
点
整
備

促
進
事
業
」
公
募
受
付
中

６
月
20
日
㈮
17
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
ド
ロ
ー
ン
配
送
拠
点
整
備

促
進
事
業
﹂
の
募
集
を
行
っ

て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
地
域
に
お
け
る

ド
ロ
ー
ン
物
流
の
社
会
実
装

を
促
し
︑
平
時
か
ら
の
地
域

の
物
流
網
の
維
持
・
確
保
を

図
る
と
と
も
に
︑
災
害
時
に

お
い
て
も
陸
上
輸
送
へ
の
代

替
輸
送
手
段
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
事

業
︒

　

補
助
対
象
事
業
者
は
︑
ド

ロ
ー
ン
物
流
に
取
り
組
む
民

間
企
業
や
地
方
公
共
団
体
等

か
ら
な
る
共
同
事
業
体
ま
た

は
協
議
会
等
︒
補
助
対
象
経

費
は
次
の
通
り
︒

①
ト
ラ
ッ
ク
等
の
陸
上
輸
送

と
ド
ロ
ー
ン
配
送
を
組
み
合

わ
せ
た
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

配
送
に
向
け
た
需
要
調
査
︑

事
業
実
施
計
画
の
策
定
に
要

す
る
費
用

②
右
記
計
画
に
基
づ
く
事
業

に
必
要
な
ド
ロ
ー
ン
配
送
拠

点
等
の
整
備
費
用
（
ド
ロ
ー

ン
等
の
購
入
に
要
す
る
資
機

材
費
︑
配
送
拠
点
の
構
築
費

用
︑
配
送
ア
プ
リ
開
発
等
の

サ
ー
ビ
ス
企
画
開
発
費
用
等
）

　

公
募
期
間
は
︑
６
月
20
日

㈮
17
時
ま
で
（
必
着
）︒
事

業
期
間
は
︑
交
付
決
定
の
日

か
ら
令
和
８
年
２
月
27
日
㈮

ま
で
（
予
定
）︒
公
募
の
詳

細
は
︑
国
交

省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

「
運
輸
防
災
セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ

ー
ク
シ
ョッ
プ
」
開
催

風
水
害
、
地
震
・
津
波
を

テ
ー
マ
に

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
５
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
︑
令
和

７
年
度
﹁
運
輸
防
災
セ
ミ
ナ

ー
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
上

期
）﹂
を
全
国
で
開
催
す
る
︒

国
交
省
で
は
３
年
度
以
降
︑

上
期
に
は
風
水
害
や
地
震
・

津
波
を
︑下
期
に
は
雪
害
を
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
と
し
て

運
輸
事
業
者
等
の
取
り
組
み

ポ
イ
ン
ト
や
各
種
情
報
を
盛

り
込
ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開

催
し
て
い
る
︒
７
年
度
上
期

に
つ
い
て
も
︑
出
水
期
前
の

風
水
害
や
地
震
・
津
波
を
基

本
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
す
る
︒

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
国
の
関

係
機
関
等
よ
り
︑
運
輸
事
業

者
等
で
活
用
で
き
る
防
災
情

報
や
災
害
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
活
用
手
法
等
に
つ
い

て
説
明
す
る
︒
ま
た
︑
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
対
面
参
加
）

で
は
︑
発
災
直
後
の
得
ら
れ

る
情
報
が
少
な
い
前
提
で
作

成
さ
れ
た
シ
ナ
リ
オ
か
ら
︑

ど
ん
な
危
険
が
差
し
迫
っ
て

い
る
か
︑
ど
の
よ
う
な
対
応

（4月30日号）

A B C D E
ワ ラ イ ゴ エ

答え合わせ

が
考
え
ら
れ
る
か
な
ど
︑
想

像
力
や
判
断
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
机
上
訓
練
の
実
施

手
法
等
を
説
明
す
る
︒

　

対
象
者
は
運
輸
事
業
者
お

よ
び
自
治
体
担
当
者
（
発
災

時
に
輸
送
支
援
等
を
行
う
市

区
町
村
担
当
者
等
）︒
開
催

 

官
民
が
連
携
し
て
行
う
支

援
物
資
輸
送
訓
練
を
支
援

補
助
事
業
締
切
６
月
６
日

　

国
土
交
通
省
は
６
月
６
日

㈮
ま
で
（
必
着
）︑﹁
災
害
時

の
支
援
物
資
輸
送
体
制
構
築

促
進
事
業
﹂（
補
助
事
業
）

の
募
集
を
行
っ
て
い
る
︒
こ
れ

は
︑
官
民
が
連
携
し
て
行
う

支
援
物
資
輸
送
訓
練
を
通

日
時
お
よ
び
開
催
方
式
︑
募

集
期
間
は
左
表
の
通
り
︒

　

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

じ
︑
災
害
時
の
ラ
ス
ト
マ
イ

ル
に
お
け
る
円
滑
な
支
援
物

資
輸
送
体
制
の
構
築
・
強
化

を
促
す
た
め
に
実
施
す
る
も

の
︒
輸
送
の
手
配
や
物
資
拠

点
に
運
営
等
に
係
る
災
害
協

定
の
締
結
を
目
指
す
自
治
体

や
物
流
事
業
者
等
の
連
携
訓

練
を
支
援
す
る
︒

　

補
助
対
象
は
︑自
治
体（
都

道
府
県
お
よ
び
市
区
町
村
）

と
物
流
事
業
者
等
が
参

画
し
た
協
議
会
が
行
う

連
携
訓
練
（
机
上
・
実

働
）
の
実
施
費
用
︒
補

助
額
は
１
訓
練
あ
た
り

最
大
４
０
０
万
円
程
度

（
補
助
率
２
分
の
１
以

内
）︒

　

詳
細
は
︑
国
交
省
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ（
二

次
元
コ

ー
ド
）

を
参
照
︒

大
綱
の
策
定
に
向
け
た
検
討

の
視
点
と
し
て
︑
①
２
０
３

０
年
度
に
想
定
さ
れ
る
輸
送

力
不
足
へ
の
対
応
︑
②
国
際

競
争
力
の
強
化
︑
③
災
害
等

の
有
事
へ
の
備
え
︱
︱
を
提

示
し
た
（
別
掲
）︒
そ
れ
を

受
け
て
︑
出
席
者
に
よ
る
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
︒

　

同
検
討
会
は
今
後
︑
11
月

ま
で
毎
月
１
回
ほ
ど
の
ペ
ー

ス
で
開
催
︒
11
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
第
８
回
検
討
会
で
︑

提
言
を
取
り
ま
と
め
る
予

定
︒
そ
の
後
︑
検
討
会
の
提

言
を
基
に
︑
政
府
が
令
和
７

年
度
末
ま
で
に
次
期
大
綱
を

閣
議
決
定
す
る
予
定
︒

先
進
安
全
自
動
車
等
の

導
入
を
支
援

「
事
故
防
止
対
策
支
援

推
進
事
業
」

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
事
故
防
止
対
策
支
援
推
進

事
業
﹂（
令
和
６
年
度
補
正

予
算
）
に
係
る
補
助
金
の
申

請
受
付
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
自
動
車
運
送

事
業
に
お
け
る
交
通
事
故
防

止
の
観
点
か
ら
︑
先
進
安
全

自
動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
や
運
行

管
理
の
高
度
化
に
資
す
る
機

器
の
導
入
等
へ
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
︑
要
件
を

満
た
し
た
事
業
者
に
対
し
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
︒
今

～停止距離・車間距離編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	 	制動距離とは、運転者が危険を感じてからブレーキを踏みブレーキが
実際に効き始めるまでの間に車が走る距離をいう。（	○・×	）

❷	 	運転者が疲れているときは、空走距離が長くなる。（	○・×	）

❸	 	重い荷物を積んでいるときは、制動距離が短くなる。（	○・×	）

❹	 	路面が濡れている場合やタイヤがすり減っている場合の停止距離は、
乾燥した路面でタイヤの状態が良い場合の２倍程度に延びることがあ
る。（	○・×	）

❺	大型や中型自動車は、道路を見下ろす形になるため、車間距離が実際
よりも短く感じられる。（	○・×	）

（解答は9面）

「
あ
な
た
は
知
っ
て
る
？

　

電
波
の
ル
ー
ル
」
掲
げ

展
開電

波
利
用
環
境
保
護

周
知
啓
発
強
化
期
間

　

総
務
省
で
は
︑
６
月
１
日

~
10
日
の
期
間
を
﹁
電
波
利

用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
﹂
と
し
て
︑
電
波
利
用

環
境
保
護
に
関
す
る
周
知
啓

発
活
動
を
集
中
的
・
重
点
的

に
実
施
す
る
︒

　

同
強
化
期
間
は
︑
昭
和
52

年
度
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て

お
り
︑
令
和
７
年
度
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
﹁
あ
な
た

は
知
っ
て
る
？　

電
波
の
ル

ー
ル
﹂︒

　

同
省
で
は
同
期
間
中
︑
屋

外
広
告
媒
体
︑
専
門
紙
等
に

よ
る
周
知
・
啓
発
の
ほ
か
︑

関
係
団
体
へ
の
ポ
ス
タ
ー
・

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
︑

自
治
体
・
関
係
団
体
の
広
報

誌
等
を
活
用
し
た
周
知
・
啓

発
な
ど
を
行
う
︒

　

さ
ら
に
︑
６
月
の
１
か
月

間
を
﹁
不
法
及
び
違
反
無
線

局
対
策
強
化
期
間
﹂
と
し
︑

良
好
な
電
波
利
用
環
境
の
実

現
を
推
進
す
る
︒

総 務 省

般
実
施
す
る
補
助
事
業
は
︑

①
先
進
安
全
自
動
車
（
Ａ
Ｓ

Ｖ
）
の
導
入
に
対
す
る
支
援

（
車
輪
脱
落
予
兆
検
知
装

置
）︑
②
運
行
管
理
の
高
度

化
に
対
す
る
支
援
（
デ
ジ
タ

ル
式
運
行
記
録
計
）︱
︱
で
︑

両
事
業
の
詳
細
と
申
請
受
付

合
研
究
所
（
国
総
研
）
試
験

走
路
等
を
用
い
た
実
験
を
実

施
︒
実
験
を
通
じ
︑
必
要
幅

員
︑加
減
速
に
必
要
な
延
長
︑

車
線
変
更
の
実
現
可
否
等
の

検
証
︑
拠
点
で
の
ト
ラ
ッ
ク

か
ら
搬
送
機
器
へ
の
積
卸
し

の
検
証
等
を
行
う
︒
今
後
は
︑

８
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
に

か
け
て
実
証
実
験
の
公
募
を

行
い
︑
９
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
公
募
結
果
を
発
表
︒
そ
の

後
︑
11
月
か
ら
８
年
２
月
に

か
け
て
実
験
を
実
施
す
る
予

定
︒

　

ま
た
︑
実
証
実
験
フ
ェ
ー

ズ
２
で
は
︑
新
東
名
高
速
道

路
の
建
設
中
区
間
（
新
秦
野

~
新
御
殿
場
）
な
ど
に
お
い

て
実
験
を
行
う
予
定
︒

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
引
き

続
き
︑
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会

員
へ
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
る
︒
詳
細
は
︑
国
交

省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

次
期
「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」　　
　

　
　
策
定
に
向
け
て
検
討
ス
タ
ー
ト

「
２
０
３
０
年
度
に
想
定
さ
れ
る
輸
送
力
不
足

へ
の
対
応
」
な
ど
に
つ
い
て
議
論

第１回「2030年度に向けた総合物流施策大綱
に関する検討会」（５月8日、国交省）

表 補助事業の概要
①先進安全自動車（ＡＳＶ）の導入に対する支援
・受付期間：令和 7年 5月 8日～令和 8年 1月 30日
・補助対象装置等

補助対象装置 補助対象車両 補助率 補助限度額
車輪脱落予兆検知装置
（後付けのものに限る） 車両総重量 8トン以上のトラック 2分の 1 50,000 円

②運行管理の高度化に対する支援　※ 1
※ 1：令和 6年 4月 1日以降に導入したものが補助対象
・受付期間：令和 7年 5月 8日～令和 7年 7月 31日
・補助対象機器：
デジタル式運行記録計（デジタル式運行記録計・映像記録型ドライブレコーダー一体型〔通信機
能を有するものを含む〕を含む）であって、国土交通大臣が選定したもの
・補助率：取得に対する経費の 2分の 1
・補助限度額（機器 1台当たり・詳細は申請ポータルサイト〔二次元コード〕を参照）
⑴デジタル式運行記録計……車載器：3万円／事務所用機器：10万円
⑵デジタル式運行記録計・映像記録型ドライブレコーダー一体型
　……車載器：4万円／事務所用機器：13万円
⑶デジタル式運行記録計・映像記録型ドライブレコーダー一体型（通信機能有り）
　……車載器：10万円／事務所用機器：13万円
・1事業者あたりの上限額：80万円
（⑶を取得する場合は 120万円〔※ 2〕、詳細は申請ポータルサイト〔二次元コード〕を参照）
※ 2：2回以上申請する場合を除く

第１回「自動物流道路の実装に向けたコンソーシアム」
（5月16日、国交省）

表　開催概要

運輸局等 開催日時・開催方式、募集期間・受講人員

北海道
6月 13日㈮　13:30 ～ 16:50
開催方式：オンラインまたは対面（どちらか選択）
募集期間：5月 20日㈫～ 6月 11日㈬
受講人員：対面 15人、オンライン 80人

東北
6月 25日㈬　13:30 ～ 17:00
開催方式：オンラインまたは対面（どちらか選択）
募集期間：5月 23日㈮～ 6月 17日㈫
受講人員：対面 30人、オンライン 30人

関東
6月 12日㈭　13:30 ～ 16:10
開催方式：オンライン
募集期間：5月 16日㈮～ 6月 6日㈮
受講人員：オンライン 300人

北陸信越

6月 30日㈪　10:00 ～ 11:40
（主に運輸事業者等向け）
開催方式：オンラインまたは対面（どちらか選択）
募集期間：5月 30日㈮～ 6月 25日㈬
受講人員：対面 20人、オンライン 80人

中部
6月 6日㈮　13:30 ～ 16:15
開催方式：オンラインまたは対面（どちらか選択）
募集期間：5月 13日㈫～ 5月 30日㈮
受講人員：対面 20人、オンライン 180人

近畿・神戸
6月 6日㈮　13:30 ～ 16:30
開催方式：オンラインまたは対面（どちらか選択）
募集期間：5月 19日㈪～ 6月 3日㈫
受講人員：対面 10人、オンライン 100人

中国
6月 18日㈬　13:30 ～ 16:20
開催方式：オンラインまたは対面（どちらか選択）
募集期間：5月 13日㈫～ 6月 10日㈫
受講人員：対面 50人、オンライン 100人

四国
6月 10日㈫　13:30 ～ 16:20
開催方式：オンラインまたは対面（どちらか選択）
募集期間：5月 19日㈪～ 6月 5日㈭
受講人員：対面 20人、オンライン 100人

九州 5月 30日㈮　14:00 ～ 16:40
（※申し込み受付終了済）

沖縄
6月 16日㈪　13:30 ～ 15:40
開催方式：対面
募集期間：5月 16日㈮～ 6月 9日㈪
受講人員：対面 30人

開催方式：Microsoft�Teams を使用したオンライン方式または対面方式

駐
車
許
可
・
駐
車
規
制

か
ら
の
除
外
措
置
の
運

用
を
見
直
し

７
月
１
日
ま
で
に

公
安
委
員
会
規
則

改
正
等
を
実
施
へ

　

警
察
庁
は
令
和
７
年
３
月

31
日
付
け
で
︑
駐
車
許
可
に

関
し
︑﹁
駐
車
許
可
及
び
駐

車
規
制
か
ら
の
除
外
措
置
の

運
用
の
見
直
し
に
つ
い
て（
通

達
）﹂
等
の
通
達
を
都
道
府

県
警
察
に
対
し
て
発
出
し
た
︒

　

同
通
達
は
︑﹁
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
﹂
を
背
景
に
︑

業
務
の
性
質
上
︑
短
時
間
の

駐
車
が
不
可
避
で
あ
る
業
務

用
車
両
に
係
る
駐
車
需
要
に

対
応
す
る
必
要
性
が
大
き
く

高
ま
る
中
︑
令
和
６
年
６
月

21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
規

制
改
革
実
施
計
画
も
踏
ま
え

つ
つ
︑
駐
車
許
可
に
関
す
る

運
用
の
統
一
を
図
る
ほ
か
︑

関
係
手
続
等
の
合
理
化
お
よ

び
簡
素
化
を
推
進
す
る
た
め

に
発
出
さ
れ
た
も
の
︒

　

同
通
達
の
主
な
内
容
は
︑

下
掲
の
通
り
︒

　

警
察
庁
で
は
︑
同
通
達
に

基
づ
き
︑
各
都
道
府
県
警
察

に
お
い
て
公
安
委
員
会
規
則

の
改
正
等
を
７
月
１
日
ま
で

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
︒

　

な
お
︑
不
明
な
点
は
︑
管

轄
す
る
都
道
府
県
警
察
本
部

ま
た
は
警
察
署
ま
で
問
い
合

わ
せ
の
こ
と
︒

通達の主な内容
・駐車許可に係る用務に貨物集配が含まれることの明確化
・他の駐車可能な場所の有無を考慮する範囲を「おおむね100メートル
以内」に全国的に統一するほか、通学路やバス路線ではないかといった、
審査において留意すべき事項を明確化するなど、許可要件の明確化等

・申請書および添付書類を含め、申請手続に係る運用を全国的に統一
・反復継続的な用務に係る許可証の有効期間は、原則として１年以上と
することで全国的に統一
・許可証等の不正使用事案には、積極的な検挙、許可取消や車両の
使用制限命令の検討等、厳正に対処

国交省・農水省・経産省
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

点
や
倉
庫
︑
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
ど
の
物
流
施
設
等

に
お
い
て
︑
物
流
の
脱
炭
素

化
促
進
に
資
す
る
取
り
組
み

を
実
施
す
る
た
め
の
︑
水
素

お
よ
び
大
容
量
蓄
電
池
等
を

活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
電
気
の
利
用
に
必
要
な

設
備
や
︑
そ
れ
ら
を
利
用
す

る
車
両
等
の
導
入
を
行
う
事

業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
こ
と
で
︑
物
資
の

流
通
に
伴
う
環
境
へ
の
負
荷

の
低
減
を
図
る
た
め
に
実
施

す
る
も
の
︒

６
年
度
の
指
導
件
数
は
８
２

３
０
件
だ
っ
た
︒

　

ま
た
︑
中
小
事
業
者
等
の

取
引
適
正
化
に
向
け
た
取
り

組
み
で
は
︑﹁
価
格
転
嫁
円

滑
化
の
取
組
に
関
す
る
特
別

調
査
﹂
を
実
施
し
た
ほ
か
︑

荷
主
に
よ
る
物
流
事
業
者
に

よ
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
を

効
果
的
に
規
制
す
る
観
点
か

ら
︑﹁
荷
主
と
物
流
事
業
者

と
の
取
組
に
関
す
る
調
査
﹂

を
実
施
︒
６
年
10
月
18
日
に

荷
主
を
対
象
と
し
た
調
査
票

を
３
万
通
送
付
し
︑
７
年
１

月
31
日
に
物
流
事
業
者
を
対

象
と
し
た
調
査
票
を
４
万
通

送
付
し
た
︒
今
後
︑
書
面
調

査
等
の
結
果
を
踏
ま
え
︑
６

月
を
目
途
に
調
査
結
果
を
取

り
ま
と
め
︑公
表
す
る
予
定
︒

　

公
取
委
で
は
併
せ
て
︑﹁
下

請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法

に
関
す
る
運
用
基
準
﹂
の
改

正
や
︑﹁
手
形
が
下
請
代
金

の
支
払
手
段
と
し
て
用
い
ら

れ
る
場
合
の
指
導
基
準
の
変

更
に
つ
い
て
﹂
の
発
出
︑
相

談
対
応
の
強
化
な
ど
を
通

じ
︑
独
占
禁
止
法
お
よ
び
下

請
法
の
考
え
方
の
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
る
︒

　

事
業
概
要
は
左
掲
の
通
り
︒

　

公
募
期
間
は
︑
６
月
12
日

㈭
16
時
ま
で
（
必
着
）︒
事

業
期
間
は
︑
交
付
決
定
の
日

か
ら
８
年
１
月
20
日
㈫
ま
で

（
予
定
）︒

　

公
募
の
詳

細
は
︑
国
交

省
・
パ
シ
フ

ィ
ク
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
㈱
の
同
事
業
特
設

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（
二
次
元
コ

ー
ド
）
を
参
照
︒

 

物
流
事
業
者
に
対
す
る
優

越
的
地
位
の
濫
用
の
疑
い

の
事
案
に
対
し
て
確
約
手

続
を
適
用

独
占
禁
止
法
違
反
事
件
の

処
理
状
況

　

公
正
取
引
委
員
会
は
５
月

１
日
︑
令
和
６
年
度
に
お
け

る
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
の

処
理
状
況
に
つ
い
て
取
り
ま

と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

６
年
度
は
︑
独
禁
法
違
反

行
為
に
つ
い
て
︑
延
べ
61
名

の
事
業
者
に
対
し
︑
21
件
の

排
除
措
置
命
令
を
実
施
︒
内

訳
は
︑﹁
価
格
カ
ル
テ
ル
﹂

４
件
︑﹁
入
札
談
合
﹂
６
件
︑

﹁
受
注
調
整
﹂
６
件
︑﹁
不

公
正
な
取
引
方
法
﹂
５
件
︒

　

ま
た
︑
独
禁
法
違
反
被
疑

行
為
に
つ
い
て
︑
３
名
の
事

業
者
に
対
し
て
︑
３
件
の
確

約
計
画
の
認
定
を
行
っ
た
︒

そ
の
う
ち
︑
物
流
取
引
の
分

野
で
は
︑
管
工
機
材
・
住
設

機
器
等
の
大
手
卸
売
事
業
者

に
よ
る
物
流
事
業
者
に
対
す

る
優
越
的
地
位
の
濫
用
の
疑

い
の
事
案
に
つ
い
て
確
約
手

続
を
利
用
し
︑
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
対
処
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
昨
今
の
労
務
費

・
原
材
料
費
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
等
の
急
激
な
コ
ス
ト

上
昇
に
伴
う
受
注
サ
イ
ド
の

中
小
事
業
者
等
か
ら
の
発
注

６
月
１
日
か
ら
熱
中
症

対
策
が
義
務
化
へ

施
行
通
達
で
関
係
者
へ
の

周
知
徹
底
を
呼
び
か
け

　
﹁
労
働
安
全
衛
生
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
﹂（
令

和
７
年
厚
生
労
働
省
令
第
57

号
）
が
︑
７
年
６
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
︑

５
月
20
日
︑
施
行
通
達
が
発

出
さ
れ
た
︒

　

改
正
省
令
の
概
要
は
︑
次

の
通
り
︒

①
事
業
者
が
熱
中
症
に
よ
る

健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め

に
講
ず
る
べ
き
体
制
整
備
と

関
係
作
業
者
へ
の
周
知

②
事
業
者
が
熱
中
症
に
よ
る

健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め

に
講
ず
る
べ
き
措
置
の
実
施

手
順
の
作
成
と
関
係
作
業
者

サ
イ
ド
の
事
業
者
に
対
す
る

価
格
転
嫁
の
要
請
に
関
連
し

て
︑
発
注
サ
イ
ド
の
事
業
者

に
よ
る
優
越
的
地
位
の
濫
用

に
繋
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
行

為
に
対
し
て
独
禁
法
違
反
行

為
の
未
然
防
止
の
観
点
か
ら

注
意
を
行
う
な
ど
︑
中
小
事

業
者
等
に
不
当
に
不
利
益
を

与
え
る
行
為
に
迅
速
に
対
応

し
た
︒

へ
の
周
知

　

施
行
通
達
で
は
︑
改
正
の

趣
旨
や
具
体
的
な
熱
中
症
対

策
の
留
意
事
項
等
が
示
さ
れ

て
お
り
︑
関
係
者
へ
の
周
知

徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

詳
細
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

　

な
お
︑
本
紙
で
は
同
省
令

改
正
に
関
す
る
関
連
記
事
を

７
面
に
掲
載
し
て
い
る
︒

　
﹁
下
請
代
金
支
払
遅
延
等

防
止
法
及
び
下
請
中
小
企
業

振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
﹂
が
︑
５
月
16
日
の

参
議
院
本
会
議
で
可
決
︑
成

生
産
性
向
上
に
向
け
て

「
省
力
化
投
資
促
進
プ

ラ
ン
」
策
定
へ

６
月
の
取
り
ま
と
め
に

向
け
て
議
論
進
む

　

政
府
は
５
月
14
日
︑
第
34

回
﹁
新
し
い
資
本
主
義
実
現

会
議
﹂
を
開
催
し
︑﹁
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
賃

金
向
上
推
進
５
か
年
計
画
﹂

の
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
案
等
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
た
︒

　

政
府
で
は
︑
全
国
津
々
浦

々
で
物
価
上
昇
に
負
け
な
い

賃
上
げ
を
早
急
に
実
現
・
定

着
さ
せ
る
た
め
︑
２
０
２
９

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
集
中

的
に
取
り
組
む
政
策
対
応
を

同
計
画
の
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
︒
そ
の
中
で
︑

最
低
賃
金
の
引
上
げ
の
影
響

を
大
き
く
受
け
る
︑
人
手
不

足
が
と
り
わ
け
深
刻
と
考
え

ら
れ
る
運
輸
業
な
ど
12
業
種

に
つ
い
て
は
︑
業
種
ご
と
に

生
産
性
向
上
の
目
標
を
掲

げ
︑
２
０
２
９
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
集
中
的
な
省
力
化

投
資
・
生
産
性
向
上
を
実
現

立
し
た
︒

　

今
回
の
改
正
は
︑
発
注
者

・
受
注
者
の
対
等
な
関
係
に

基
づ
き
︑
事
業
者
間
に
お
け

る
価
格
転
嫁
お
よ
び
取
引
の

す
る
た
め
の
﹁
省
力
化
投
資

促
進
プ
ラ
ン
﹂
を
策
定
し
︑

強
力
に
実
行
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
︒

　

運
輸
業
に
お
け
る
﹁
省
力

化
投
資
促
進
プ
ラ
ン
﹂
の
概

要
は
︑
別
掲
の
通
り
︒

　

石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣

は
︑
同
会
議
の
中
で
︑
６
月

の
実
行
計
画
の
取
り
ま
と
め

に
向
け
て
施
策
の
具
体
化
を

進
め
る
よ
う
︑
関
係
閣
僚
に

指
示
し
た
︒

適
正
化
を
図
る
た
め
に
実
施

さ
れ
る
も
の
︒
今
改
正
に
伴

い
︑
対
象
と
な
る
取
引
と
し

て
︑
製
造
︑
販
売
等
の
目
的

物
の
引
渡
し
に
必
要
な
﹁
運

送
の
委
託
﹂が
追
加
さ
れ
る
︒

ま
た
︑対
象
取
引
に
お
い
て
︑

代
金
に
関
す
る
協
議
に
応
じ

な
い
こ
と
や
︑
協
議
に
お
い

て
必
要
な
説
明
ま
た
は
情
報

の
提
供
を
し
な
い
こ
と
に
よ

る
︑
一
方
的
な
代
金
の
額
の

決
定
が
禁
止
さ
れ
る
︒

　

ま
た
︑用
語
に
つ
い
て
は
︑

﹁
下
請
事
業
者
﹂
が
﹁
中
小

受
託
事
業
者
﹂
に
︑﹁
親
事

「
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
幹
線
輸
送
の
社
会

実
装
に
向
け
た
実
証
事

業
」
を
公
募

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
社
会

実
装
お
よ
び
物
流
効
率
化
を

推
進

　

国
土
交
通
省
は
︑
６
月
20

日
㈮
17
時
ま
で（
必
着
）︑﹁
自

動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
幹

線
輸
送
の
社
会
実
装
に
向
け

た
実
証
事
業
﹂
を
公
募
し
て

「
中
小
受
託
取
引
適
正

化
法
（
旧
下
請
法
）」
に

関
す
る
講
習
会
を
開
催

６
月
以
降
順
次

　

中
小
企
業
庁
で
は
５
月
８

日
︑
令
和
７
年
度
﹁
中
小
受

託
取
引
適
正
化
法
（
旧
下
請

法
）
講
習
会
﹂
の
参
加
申
し

込
み
の
受
付
を
開
始
し
た
︒

　

同
講
習
会
は
︑
今
年
５
月

16
日
に
改
正
法
案
が
成
立

し
︑
令
和
８
年
１
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
中
小
受
託
取

引
適
正
化
法
（
旧
下
請
法
）

で
禁
止
し
て
い
る
下
請
代
金

の
支
払
遅
延
︑
減
額
︑
買
い

い
る
︒
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク

を
活
用
し
た
幹
線
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
自
動
化
に
よ
る
物
流

の
効
率
向
上
効
果
を
検
証

し
︑
自
動
運
転
物
流
の
社
会

実
装
の
推
進
を
目
的
と
し
て

い
る
︒
補
助
対
象
事
業
者
は

﹁
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
等
を

活
用
し
た
幹
線
輸
送
の
社
会

実
装
に
取
り
組
む
民
間
企
業

や
︑
そ
れ
ら
の
民
間
企
業
等

か
ら
な
る
協
議
会
等
﹂と
し
︑

補
助
対
象
経
費
を
︑
①
自
動

運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
経
費

（
車
両
購
入
費
︑
架
装
費

等
）︑
②
自
動
運
転
か
ら
有

人
運
転
へ
の
切
替
拠
点
の
整

備
費
用
（
自
動
運
転
ト
ラ
ッ

ク
と
の
通
信
設
備
︑
駐
車
ス

ペ
ー
ス
︑
ト
ラ
ッ
ク
バ
ー
ス

等
）︑
③
自
動
運
転
ト
ラ
ッ

ク
の
活
用
に
伴
う
必
要
な
物

流
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
運
用

経
費（
遠
隔
点
呼
シ
ス
テ
ム
︑

配
車
シ
ス
テ
ム
等
）
と
し
︑

こ
の
費
用
の
２
分
の
１
を
補

助
す
る
︒

　

公
募
の
詳
細
・
申
請
様
式

等
に
つ
い
て
は
︑
国
交
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
に
公
募

要
領
等
を
掲

載
し
て
い
る
︒

 

「
物
流
脱
炭
素
化
促
進
事

業
」
を
募
集

６
月
12
日
㈭
16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
７
年
度
﹁
物
流
脱
炭
素

化
促
進
事
業
﹂（
補
助
事
業
）

の
募
集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
地
域
の
集
配
拠

進
︑
高
年
齢
労
働
者
の
労
働

災
害
防
止
の
た
め
の
取
り
組

み
の
強
化
等
の
措
置
を
講
じ

る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
︒

　

改
正
の
概
要
は
左
掲
の
通

り
︒
施
行
期
日
は
︑
一
部
を

除
き
令
和
８
年
４
月
１
日
︒

　

な
お
︑
50
人
未
満
の
事
業

場
に
対
し
て
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
義
務
化
に
つ
い
て
は
︑

公
布
後
３
年
以
内
に
施
行
さ

れ
る
︒

 

ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
の
実
施
が

50
人
未
満
の
事
業
者
に
も

義
務
化

改
正
労
働
安
全
衛
生
法
が
成
立

　
﹁
労
働
安
全
衛
生
法
及
び

作
業
環
境
測
定
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
﹂
が
︑
５
月

８
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
可

決
・
成
立
し
︑
14
日
公
布
さ

れ
た
︒

　

今
回
の
改
正
は
︑
少
子
高

齢
化
が
進
展
し
︑
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

中
︑多
様
な
人
材
が
安
全
に
︑

か
つ
︑
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
環
境
を
整
備
す

る
た
め
︑
個
人
事
業
者
等
に

対
す
る
安
全
衛
生
対
策
の
推

進
︑
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
の
強
化
︑
化
学
物
質

に
よ
る
健
康
障
害
防
止
等
の

し
く
み
の
整
備
︑
機
械
等
に

よ
る
労
働
災
害
防
止
の
促

業
者
﹂
が
﹁
委
託
事
業
者
﹂

等
に
改
め
ら
れ
る
ほ
か
︑
法

の
名
前
に
つ
い
て
は
︑﹁
下
請

代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
﹂

は
﹁
製
造
委
託
等
に
係
る
中

小
受
託
事
業
者
に
対
す
る
代

金
の
支
払
の
遅
延
等
の
防
止

に
関
す
る
法
律
﹂
に
︑﹁
下

請
中
小
企
業
振
興
法
﹂は﹁
受

託
中
小
企
業
振
興
法
﹂
に
改

め
ら
れ
る
︒

　

施
行
期
日
は
︑
令
和
８
年

１
月
１
日
（
一
部
の
規
定
は

同
法
律
の
公
布
の
日
か
ら
施

行
）︒

た
た
き
等
を
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
に
︑
運
輸
業
等
に
属

す
る
発
注
側
企
業
や
受
注
側

企
業
を
対
象
に
︑
同
法
に
関

す
る
基
本
的
な
知
識
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
︑
実
際
の
違

反
や
勧
告
等
の
事
例
も
交
え

な
が
ら
解
説
す
る
︒

　

同
講
習
会
は
︑
６
月
11
日

㈬
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

講
習
が
︑
ま
た
６
月
27
日
㈮

に
は
対
面
に
よ
る
講
習
の
実

施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

申
込
に
関

す
る
詳
細
は
︑

中
企
庁
﹁
適

正
取
引
支
援

サ
イ
ト
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

　

な
お
︑
中
企
庁
で
は
︑
価

格
交
渉
を
行
う
際
に
準
備
す

べ
き
交
渉
材
料
や
︑
適
切
な

価
格
で
の
取
引
を
実
現
す
る

た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
価
格

交
渉
の
プ
ロ
が
解
説
す
る﹁
価

格
交
渉
講
習
会
﹂
の
実
施
も

予
定
し
て
い
る
︒
詳
細
は
決

ま
り
次
第
︑
同
サ
イ
ト
で
公

開
さ
れ
る
予
定
︒

下
請
法
違
反
行
為
に
対

す
る
勧
告
を
21
件
実
施

下
請
法
運
用
状
況
お
よ
び

中
小
事
業
者
等
の
取
引
適
正
化

に
向
け
た
取
り
組
み

　

公
正
取
引
委
員
会
は
５
月

12
日
︑
令
和
６
年
度
に
お
け

る
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防

止
法
（
下
請
法
）
の
運
用
状

況
お
よ
び
中
小
企
業
者
等
の

取
引
適
正
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
︑

公
表
し
た
︒

　

下
請
法
違
反
行
為
に
対
す

る
６
年
度
の
勧
告
件
数
は
21

件
︒
違
反
行
為
類
型
の
内
訳

は
︑﹁
不
当
な
経
済
上
の
利

益
の
提
供
要
請
﹂
が
11
件
︑

﹁
下
請
代
金
の
減
額
﹂
が
８

件
︑﹁
や
り
直
し
等
﹂が
２
件
︒

改正下請法が参議院本会議で可決・成立した（5月16日、国会議事堂）

公 取 委

令和 7年度補助事業の執行に係る事業説明会を開催します
　（一財）環境優良車普及機構（LEVO）では、令和６年度補正予算に係る「商用車等の電動
化促進事業（トラック）」と７年度予算に係る「低炭素型ディーゼルトラック普及加速化事業」
について、補助事業の執行に係る事業説明会を開催します。

説明会開催日時・会場
開催地 実施日 時間 会場・所在地

札幌 6月 12日㈭ 13:30 ～ 16:00 （公社）北海道トラック協会
北海道札幌市中央区南 9条西 1丁目 1-10

仙台 7月 2日㈬ 13:30 ～ 16:00
仙台青葉カルチャーセンター
宮城県仙台市青葉区一番町 2-3-10
カルチャーセンタービル 6階

東京 6月 10日㈫※ 13:30 ～ 16:00 （公社）全日本トラック協会
東京都新宿区四谷 3-2-5

横浜 6月 16日㈪ 13:30 ～ 16:00 （一社）神奈川県トラック協会
神奈川県横浜市港北区新横浜 2-11-1

新潟 7月 8日㈫ 13:30 ～ 16:00 （公社）新潟県トラック協会
新潟県新潟市中央区新光町 6-4

名古屋 6月 26日㈭ 13:30 ～ 16:00 （一社）愛知県トラック協会
愛知県名古屋市瑞穂区新開町 12-6

大阪 6月 25日㈬ 13:30 ～ 16:00
ティーオージー
大阪府大阪市北区梅田 1-1-3
大阪駅前第 3ビル 17階

広島 6月 19日㈭ 13:30 ～ 16:00 （公社）広島県トラック協会
広島県広島市東区光町 2-1-18

高松 6月 18日㈬ 13:30 ～ 16:00 （一社）香川県トラック協会
香川県高松市福岡町 3-2-3

博多 7月 4日㈮ 13:30 ～ 16:00 （公社）福岡県トラック協会
福岡県福岡市博多区博多駅東 1-18-8

鹿児島 6月 27日㈮ 13:30 ～ 16:00 （公社）鹿児島県トラック協会
鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19

※各会場とも 13時 10分より受付を開始。各会場へは、駐車施設が限られているため、公共交通機関を利用のこと
※東京会場は参加申込人数が上限に達したため、申込受付を終了した
・申込方法
　LEVOホームページの「説明会参加申込フォーム」（二次元コード）に必要事項を登録し、送信する。
FAXでの申し込みの場合は、FAX送信専用の用紙を印刷し、必要事項を記入した上で FAX送信（FAX：
03-5944-0878）を行う。

・説明会申込受付期間
　各会場の実施日の前日まで
・問い合わせ先
　　（一財）環境優良車普及機構　補助事業執行部　商用車等の電動化促進事業
　　・電　話　　　　　：03-5944-0883
　　・ファクシミリ　　：03-5944-0878
　　・メールアドレス　：evhojo@levo.or.jp

LEVO

改正の概要
１．個人事業者等に対する安全衛生対策の推進【労働安全衛生法】
　既存の労働災害防止対策に個人事業者等も取り込み、労働者のみならず個人事業者等に
よる災害の防止を図るため、
①�注文者等が講ずべき措置（個人事業者等を含む作業従事者の混在作業による災害防止対
策の強化など）を定め、併せてILO第 155号条約（職業上の安全及び健康並びに作業
環境に関する条約）の履行に必要な整備を行う。
②�個人事業者等自身が講ずべき措置（安全衛生教育の受講等）や業務上災害の報告制度
等を定める。

２．職場のメンタルヘルス対策の推進【労働安全衛生法】
　ストレスチェックについて、現在当分の間努力義務となっている労働者数50人未満の事業
場についても実施を義務とする。その際、50人未満の事業場の負担等に配慮し、施行まで
の十分な準備期間を確保する。

３．�化学物質による健康障害防止対策等の推進【労働安全衛生法、作業環境測定法】
①�化学物質の譲渡等実施者による危険性・有害性情報の通知義務違反に罰則を設ける。
②�化学物質の成分名が営業秘密である場合に、一定の有害性の低い物質に限り、代替化学
名等の通知を認める。なお、代替を認める対象は成分名に限ることとし、人体に及ぼす作用
や応急の措置等は対象としない。
③�個人ばく露測定について、作業環境測定の一つとして位置付け、作業環境測定士等による
適切な実施の担保を図る。

４．機械等による労働災害の防止の促進等【労働安全衛生法】
①�ボイラー、クレーン等に係る製造許可の一部（設計審査）や製造時等検査について、民間
の登録機関が実施できる範囲を拡大する。
②�登録機関や検査業者の適正な業務実施のため、不正への対処や欠格要件を強化し、検査
基準への遵守義務を課す。

５．高齢者の労働災害防止の推進【労働安全衛生法】
　高年齢労働者の労働災害防止に必要な措置の実施を事業者の努力義務とし、国が当該措
置に関する指針を公表することとする。　等

事業概要
⑴補助対象事業者
　倉庫事業者、貨物運送事業者、貨物利用
運送事業者、トラックターミナル事業者等

⑵補助対象経費（補助率）
①水素を活用した取り組み
　物流施設等における水素利用関連設備
（水素製造設備、水素貯蔵設備、水素充填
設備、物流業務用 FCV車両等）の一体的
な導入に係る経費
【補助率：1/2 以内、上限額：2.5 億円】
②�再生可能エネルギーを活用した取り組み
　物流施設等における再エネ利用関連設
備（太陽光発電施設、大容量蓄電池、EV
充電スタンド、物流業務用EV車両等）の
一体的な導入に係る経費
【補助率：1/2 以内、上限額：2億円】

※�上記①②に付随して実施される先進的取
り組みに必要な機器類の導入経費につい
ても補助対象となる。

改
正
下
請
法
が
可
決
・
成
立

「
運
送
の
委
託
」
が
対
象
取
引
に
追
加

運輸業「省力化投資促進プラン」の概要（案）

１．目標
　　運輸業の労働生産性を 2029 年度までに、自動車（物流）分
野 25％向上を目指す（2024 年度比・名目値）。

２．課題と省力化事例
　　自動車（物流）分野においては、中小企業が多く、帳簿等を
紙で管理していたり、配車計画や運行ルートを手書きで作成し
たり、DX化が遅れている。一方、乗務員および管理者の業務
負荷を軽減する運行管理、乗務日報自動作成、勤務管理のシス
テムや、庫内作業の効率化に資する自動化機器により、省力化
を実現する優良事例も存在。

３．省力化促進策
・優良事例の横展開を具体化する施策として、運送事業者や物
流事業者について、業務効率化等に資するシステム・設備の
導入支援を継続する。また、業界団体による事業者向けセミ
ナー等を通じて優良事例の情報提供・横展開を実施する。

・さらに、中小企業省力化投資補助金、IT導入補助金や、「賃上げ」
支援助成金パッケージ等の活用を推進する。

４．サポート体制
　　施策の事業者への周知および省力化に取り組む事業者のサポ
ート体制として、省力化ニーズのある事業者に支援が行き届く
よう、国土交通省本省・運輸局・支局が一体となり、全国各地
における幅広いサポート体制を構築するとともに、専門家によ
る相談・助言対応も含めたDX化の支援を推進する。

５．主なKPI
　　自動車（物流）分野では、DX等により業務の効率化を図る。
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﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
は
︑
こ
れ

ま
で
内
包
し
て
い
た
様
々
な
問
題

点
を
表
面
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
︒
取

引
先
と
の
関
係
や
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
シ
ワ
寄
せ
が
あ
り
な
が
ら
見

過
ご
さ
れ
て
き
た
現
場
の
諸
問
題

で
あ
る
︒

　

あ
る
荷
主
団
体
（
二
次
問
屋
）

は
︑
自
分
た
ち
の
取
引
先
と
委
託

し
て
い
る
運
送
事
業
者
と
の
狭
間

で
苦
労
し
て
い
る
︒
荷
主
の
契
約

先
は
各
自
治
体
で
︑
入
札
が
定
期

的
に
行
わ
れ
る
︒
入
札
で
販
売
契

約
が
で
き
る
と
︑
製
品
を
公
立
の

指
定
納
品
先
に
届
け
る
︒
だ
が
︑

﹁
納
品
時
に
納
品
先
で
す
る
附
帯

作
業
が
入
札
条
件
に
含
ま
れ
て
い

る
﹂
の
だ
︒
そ
の
附
帯
作
業
が
大

変
で
︑
運
送
事
業
者
も
敬
遠
し
て

い
る
︒
例
え
ば
︑
配
送
車
両
が
10

台
必
要
と
し
て
も
︑
事
業
者
は
１

社
で
２
︑３
台
し
か
契
約
し
な
い
︒

あ
る
事
業
者
は
︑﹁
そ

の
配
送
を
担
当
さ
せ
た

ド
ラ
イ
バ
ー
が
１
日
で

辞
め
て
し
ま
っ
た
﹂
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
︒

こ
れ
は
極
端
な
ケ
ー
ス

だ
が
︑
そ
れ
ほ
ど
附
帯

作
業
が
大
変
だ
︒
荷

主
の
経
営
者
と
は
地
元

経
済
団
体
な
ど
で
知
り

合
い
の
た
め
︑
事
業
者
も
﹁
お

付
き
合
い
程
度
の
台
数
だ
け
契

約
し
て
い
る
﹂︒

　

こ
の
よ
う
に
事
業
者
か
ら
敬

遠
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
一
部
は

荷
主
の
社
員
が
配
送
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
︑
荷
主
も
実

態
を
知
っ
て
い

る
︒
そ
こ
で
︑

自
治
体
に
﹁
納

品
時
の
附
帯
作

業
を
入
札
条
件

か
ら
外
し
て
ほ

し
い
﹂
と
頼
ん

で
も
︑﹁
嫌
な
ら

入
札
に
参
加
し

な
け
れ
ば
よ
い
︒

役
所
と
取
引
し

た
い
と
い
う
会

社
は
い
く
ら
で

も
あ
る
﹂
と
言

わ
れ
て
し
ま
う
︒

ま
る
で
荷
主
と

事
業
者
の
関
係

の
よ
う
だ
︒

　

２
年
ほ
ど
前
に
︑
自
治
体
発

注
の
理
不
尽
な
物
流
の
実
態
に

つ
い
て
取
材
を
進
め
た
︒し
か
し
︑

﹁
垂
れ
込
ん
だ
﹃
犯
人
﹄
探
し

を
さ
れ
︑
万
が
一
︑
入
札
か
ら

外
さ
れ
た
り
す
る
と
会
社
が
潰

れ
て
し
ま
う
の
で
記
事
に
す
る

の
は
や
め
て
ほ
し
い
﹂
と
複
数
の

ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
（
荷
主
）
か
ら

懇
願
さ
れ
た
︒
そ
こ
で
現
在
は
ペ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
し
て
い
る
︒

　

一
方
︑
今
年
３
月
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
し
た
記
事
は
︑

畜
産
農
家
へ
の
飼
料
配
送
に
お
け

る
問
題
点
だ
︒
納
品
時
に
飼
料
タ

ン
ク
（
高
い
も
の
で
は
10
㍍
）
の

垂
直
な
は
し
ご
を
上
っ
た
り
す
る

危
険
な
作
業
を
ド
ラ
イ
バ
ー
が
強

い
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
現

状
を
問
題
提
起
し
た
︒

　

こ
れ
は
現
状
を
改
善
し
た
い
と

い
う
事
業
者
と
︑
前
向
き
な
一
部

の
荷
主
の
取
材
協
力
を
得
て
記
事

に
し
た
︒
あ
る
事
業
者
か
ら
は
︑

﹁
長
年
に
わ
た
っ
て
当
然
の
よ
う

に
仕
事
を
し
て
き
た
が
︑
取
材
を

受
け
︑
ま
た
記
事
を
読
ん
で
改
め

て
深
刻
な
問
題
と
認
識
し
た
︒
こ

れ
か
ら
荷
主
と
改
善
策
を
話
し
合

う
﹂と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
た
︒

実
は
こ
の
事
業
者
は
︑
取
材
の
少

し
前
に
自
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
事

故
に
遭
っ
て
い
た
の
だ
︒

　

そ
の
他
に
も
﹁
２
０
２
４
年
問

題
﹂
を
機
に
様
々
な
問
題
点
が
表

面
化
し
て
き
た
︒
だ
が
︑
ま
だ
潜

在
し
て
い
る
諸
問
題
が
あ
る
は
ず

な
の
で
︑
現
場
の
実
態
を
再
点
検

し
て
は
ど
う
か
︒

第
353
回

「24年問題」は様々な問題を表面化

定
︒
例
え
ば
︑
原
価
計
算
の

み
を
実
施
す
る
こ
と
や
︑
運

賃
設
定
の
支
援
お
よ
び
交
渉

資
料
作
成
支
援
の
み
を
実
施

す
る
こ
と
も
可
能
）︒
な
お
︑

運
賃
の
決
定
︑
運
賃
交
渉
に

お
け
る
意
思
決
定
・
意
思
表

示
は
︑
受
診
事
業
者
の
判
断

で
行
う
必
要
が
あ
る
︒

　

ま
た
︑
同
事
業
は
あ
く
ま

で
受
診
事
業
者
へ
の
支
援
を

内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
︑

運
賃
交
渉
の
成
功
等
︑
成
果

を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
留
意
が
必
要
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
会
員
事
業

者
が
自
社
の
経
営
状
況
を
把

握
し
︑
改
善
に
取
り
組
む
と

　

ス
テ
ッ
プ
１
の
経
営
診
断

は
︑
経
営
改
善
に
取
り
組
む

事
業
者
に
お
け
る
経
営
実
態

の
把
握
と
課
題
を
抽
出
す
る

目
的
で
行
う
も
の
で
あ
る
︒

と
も
に
︑
取
引
先
と
の
運
賃

交
渉
を
行
う
こ
と
を
支
援
す

る
た
め
に
︑６
年
度
か
ら
﹁
経

営
診
断
・
経
営

改
善
支
援
・
運

賃
交
渉
支
援
事

業
﹂
を
実
施
し

て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑

中
小
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に

対
す
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
経
験

が
豊
富
な
︑
全

ト
協
が
指
定
す

る
中
小
企
業
診

断
士
等（
以
下
︑

﹁
指
定
診
断

士
﹂）
が
︑
確
か

な
経
営
状
況
の

分
析
を
実
施
し

た
上
で
改
善
策

の
提
案
・
社
内

　

ス
テ
ッ
プ
１
で
は
︑
ま
ず

指
定
診
断
士
が
受
診
事
業
者

の
現
状
を
把
握
す
る
た
め

に
︑
資
料
に
よ
る
事
前
調
査

を
行
っ
た
上
で
︑
指
定
診
断

説
明
を
行
い
︑
さ
ら
に
希
望

に
応
じ
て
運
賃
設
定
の
支
援

や
︑交
渉
資
料
の
作
成
支
援
︑

運
賃
交
渉
へ
の
同
席
・
説
明

ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の

で
あ
る
︒

　

同
事
業
は
︑
指
定
診
断
士

に
よ
る
﹁
経
営
診
断
（
ス
テ

ッ
プ
１
）﹂︑
指
定
診
断
士
が

具
体
的
な
経
営
相
談
・
助
言

を
行
う﹁
経
営
改
善
支
援（
ス

テ
ッ
プ
２
）﹂︑
ス
テ
ッ
プ
１
お

よ
び
２
の
結
果
を
踏
ま
え
︑

運
賃
の
設
定
お
よ
び
交
渉
を

支
援
す
る
﹁
運
賃
交
渉
支
援

（
ス
テ
ッ
プ
３
）﹂
の
３
段
階

に
分
か
れ
て
い
る
（
表
１
）︒

　

な
お
︑
ス
テ
ッ
プ
２
は
ス
テ

ッ
プ
１
の
結
果
を
︑
ま
た
ス

テ
ッ
プ
３
は
ス
テ
ッ
プ
２
の
結

果
を
踏
ま
え
て
そ
れ
ぞ
れ
実

施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
︑

ス
テ
ッ
プ
２
ま
た
は
ス
テ
ッ
プ

３
の
み
を
実
施
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
︒

士
が
受
診
事
業
者
を
訪
問

し
︑
現
地
調
査
を
行
う
︒
現

地
調
査
で
は
︑
資
料
を
基
に

し
た
指
定
診
断
士
と
の
面
談

を
実
施
︒
資
料
か
ら
だ
け
で

は
分
か
ら
な
い
︑
事
業
者
の

﹁
伸
ば
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
﹂や

﹁
改
善
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
﹂

を
明
確
化
し
て
い
く
︒

　

事
前
調
査
と
現
地
調
査
が

終
わ
る
と
︑
指
定
診
断
士
に

よ
っ
て
︑
事
業
者
の
経
営
状

況
を
指
摘
す
る
﹁
経
営
診
断

　

ス
テ
ッ
プ
２
の
経
営
改
善

支
援
で
は
︑
ス
テ
ッ
プ
１
で

作
成
さ
れ
た
﹁
経
営
診
断
報

告
書
﹂
を
ベ
ー
ス
に
︑
受
診

事
業
者
の
経
営
改
善
に
向
け

た
具
体
的
な
相
談
対
応
・
助

言
を
実
施
︒
経
営
改
善
の
実

現
に
向
け
た
指
摘
事
項
に
つ

い
て
︑
様
々
な
指
標
を
用
い

な
が
ら
︑
第
三
者
の
視
点
か

ら
詳
細
に
説
明
す
る
︒
ま
た
︑

経
営
幹
部
や
従
業
員
に
対
し

報
告
書
﹂
が
ま
と
め
ら
れ
︑

受
診
事
業
者
に
送
付
さ
れ
る
︒

て
も
説
明
を
行
い
︑
全
社
体

制
で
の
取
り
組
み
実
施
を
支

援
す
る
︒

　

ス
テ
ッ
プ
２
を
受
け
︑
豊

富
な
経
営
診
断
の
経
験
を
も

つ
指
定
診
断
士
に
相
談
し
︑

助
言
を
受
け
な
が
ら
経
営
改

善
に
資
す
る
様
々
な
方
策
を

実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
︑
自
社
の
着
実
な
経
営

改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
︒

　

ス
テ
ッ
プ
３
の
運
賃
交
渉

支
援
で
は
︑
ス
テ
ッ
プ
１
・

２
の
結
果
を
踏
ま
え
︑
受
診

事
業
者
の
経
営
実
態
に
即
し

た
原
価
計
算
の
実
施
や
運
賃

設
定
支
援
を
行
う
︒
ま
た
︑

取
引
先
と
の
交
渉
準
備
に
対

す
る
支
援
と
し
て
︑
交
渉
の

た
め
の
資
料
作
成
を
補
助
す

る
ほ
か
︑
取
引
先
と
の
運
賃

交
渉
へ
の
同
席
・
資
料
説
明

等
を
通
じ
て
︑
運
賃
の
設
定

お
よ
び
交
渉
を
支
援
す
る

（
最
大
４
日
間
稼
働
︒
実
施

期
間
・
内
容
は
協
議
の
上
決

　

全
ト
協
で
は
︑﹁
総
合
的

な
経
営
診
断
﹂︑﹁
経
営
改
善

相
談
﹂
の
み
な
ら
ず
︑﹁
取

引
先
と
の
運
賃
交
渉
﹂
ま
で

を
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
同
事
業
の
活
用
を
︑
会
員

事
業
者
に
対
し
て
呼
び
か
け

て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

経
営
を
持
続
可
能
な
も
の
と

し
て
い
く
た
め
に
は
︑
事
業

者
が
取
引
先
と
果
敢
に
運
賃

交
渉
を
行
い
︑
適
正
運
賃
・

料
金
収
受
を
勝
ち
取
り
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
賃
金
水
準
の
向

上
な
ど
と
い
っ
た
待
遇
改
善

を
実
現
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
︒

令和７年度令和７年度「経営診断・経営改善支援・運賃交渉支援事業」「経営診断・経営改善支援・運賃交渉支援事業」を開始を開始
「
経
営
状
況
の
診
断
」
か
ら
「
経
営
改
善
」
・

「
経
営
状
況
の
診
断
」
か
ら
「
経
営
改
善
」
・

「
運
賃
交
渉
」
ま
で
中
小
企
業
診
断
士
等
が
支
援
！

「
運
賃
交
渉
」
ま
で
中
小
企
業
診
断
士
等
が
支
援
！

全ト協

ど
︑
診
断
に
役
立
つ
と
思
わ

れ
る
資
料
が
あ
れ
ば
︑
ご
提

出
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
︒
詳
し
く
は
︑
お
申
し
込

み
い
た
だ
い
た
後
︑
担
当
指

定
診
断
士
か
ら
ご
連
絡
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
︒

Ｑ
４　

ス
テ
ッ
プ
３
（
運
賃
交

渉
支
援
）
に
つ
い
て
、
運
賃

設
定
や
交
渉
を
す
べ
て
診
断

士
に
お
任
せ
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
か
。

Ａ
４　

で
き
ま
せ
ん
︒
運
賃

を
具
体
的
に
い
く
ら
に
す
る

か
と
い
う
意
思
決
定
や
︑
運

賃
交
渉
に
お
け
る
意
思
決
定

・
意
思
表
示
に
つ
い
て
は
︑

あ
く
ま
で
事
業
者
の
判
断
と

責
任
に
お
い
て
行
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

Ｑ
５　

ス
テ
ッ
プ
３
（
運
賃
交

渉
支
援
）
に
つ
い
て
、
運
賃

交
渉
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
場

合
、
何
ら
か
の
補
償
や
費
用

の
減
額
は
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

Ａ
５　

補
償
や
費
用
の
減
額

は
あ
り
ま
せ
ん
︒
本
事
業
は

あ
く
ま
で
支
援
を
内
容
と
す

る
も
の
で
あ
り
︑
運
賃
交
渉

の
成
功
等
︑
成
果
を
保
証
す

る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
︒

Ｑ
１　

本
事
業
は
、
ど
の
よ

う
な
診
断
士
が
担
当
す
る
の

で
す
か
。

Ａ
１　

本
事
業
に
お
い
て
役

務
提
供
を
行
う
﹁
指
定
診
断

士
﹂
は
︑
一
定
の
要
件
を
満

た
す
者
と
し
て
全
ト
協
が
指

定
し
た
中
小
企
業
診
断
士
等

で
す
︒
具
体
的
に
は
︑
中
小

企
業
診
断
士
ま
た
は
同
等
の

知
見
を
有
す
る
こ
と
︑
一
定

以
上
の
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送

の
経
営
診
断
・
助
言
に
関
す

る
実
務
経
験
を
有
す
る
こ
と

等
を
審
査
の
上
︑
指
定
を
し

て
い
ま
す
︒

Ｑ
２　

診
断
士
を
通
じ
て
、

自
社
の
経
営
状
況
や
秘
密
情

報
が
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
他
の

事
業
者
に
知
ら
れ
る
お
そ
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
２　

本
事
業
実
施
規
程
第

９
条
に
お
い
て
︑
指
定
診
断

士
の
秘
密
保
持
義
務
を
規
定

し
て
お
り
︑
指
定
診
断
士
が

役
務
提
供
に
あ
た
り
知
り
得

た
事
業
者
の
秘
密
情
報
を
︑

事
業
者
の
同
意
な
く
第
三
者

に
開
示
・
漏
洩
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
こ
れ

に
違
反
し
た
指
定
診
断
士

は
︑
指
定
を
解
除
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
）︒
こ
こ
に
い

う
第
三
者
に
は
︑
他
の
事
業

者
は
も
と
よ
り
︑
全
ト
協
や

都
道
府
県
ト
協
も
含
み
ま
す
︒

　

ま
た
︑
指
定
診
断
士
が
作

成
し
た
経
営
診
断
報
告
書

や
︑
経
営
改
善
支
援
・
運
賃

設
定
︑
運
賃
交
渉
の
内
容
等

に
つ
い
て
︑
全
ト
協
や
都
道

府
県
ト
協
が
︑
指
定
診
断
士

に
開
示
・
提
出
を
求
め
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
︒
指

定
診
断
士
が
全
ト
協
に
提
出

す
る
完
了
報
告
に
お
い
て
も
︑

実
施
日
時
・
実
施
事
項
が
記

載
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
︑
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
報

告
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
︒

　

以
上
の
仕
組
み
に
よ
り
︑

指
定
診
断
士
を
通
じ
て
︑
事

業
者
の
経
営
状
況
や
秘
密
情

報
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
他

の
事
業
者
に
漏
れ
出
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
︒

Ｑ
３　

ス
テ
ッ
プ
１
（
経
営
診

断
）を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
な
資
料
を
準
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
３　

ま
ず
︑
財
務
諸
表
︑

事
業
報
告
書
の
ほ
か
︑
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
後
に
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
く
自
己
診

断
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
︑
事
前

調
査
票
へ
の
回
答
を
ご
準
備

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

こ
の
ほ
か
に
も
︑
会
社
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
︑
組
織
図
︑

事
業
計
画
書
︑
賃
金
台
帳
な

「
経
営
診
断
・
経
営
改
善
支
援
・
運
賃
交
渉
支
援
事
業
」
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

　

各
ス
テ
ッ
プ
の
費
用
は
表

２
の
通
り
で
あ
る
が
︑
費
用

の
一
部
が
全
ト
協
か
ら
助
成

さ
れ
る
︒

　

受
診
を
希
望
す
る
事
業
者

は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー
ド
㊤
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
同
事
業
利
用

申
込
書
を
︑
所
属
の
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
る
︒

様
々
な
指
標
を
用
い
な
が
ら

様
々
な
指
標
を
用
い
な
が
ら

経
営
改
善
に
向
け
た
戦
略
を
構
築

経
営
改
善
に
向
け
た
戦
略
を
構
築

ス
テ
ッ
プ
２
「
経
営
改
善
支
援
」

表２　費用と助成制度
（1）費用

ステップ 金　額

ステップ１（経営診断） ・費用 16万円（税抜）
・診断士の旅費交通費

ステップ２（経営改善支援） ・費用 15万円（税抜）
・診断士の旅費交通費

ステップ３（運賃交渉支援） ・費用 1日当たり 12万円　（最大４日・48万円、税抜）
・診断士の旅費交通費

（2）全ト協の助成制度
ステップ 助成金額

ステップ１（経営診断） ・費用のうち 8万円（Gマーク事業者は 10万円）
・診断士の旅費交通費（上限 5万円）

ステップ２（経営改善支援） ・費用のうち 12万円（Gマーク事業者は 13万円）
・診断士の旅費交通費（上限 5万円）

ステップ３（運賃交渉支援）
・費用のうち 1日当たり 8万円、最大 4日・32万円
　（Gマーク事業者は 1日当たり 9万円、最大 4日・36万円）
・診断士の旅費交通費（上限 5万円）

※�「Gマーク事業者」とは、助成金交付請求時において、いずれかの営業所が安全性優良認定を受けている事業者をいう

表１　事業の内容
ステップ 内　容

ステップ１（経営診断）
・事業者による自己診断、診断士による財務診断およ
び現地調査を実施し、会員事業者の経営状況を指摘
する「経営診断報告書」を作成する

ステップ２（経営改善支援）
・ステップ１（経営診断）の結果を踏まえ、事業者の
経営改善に向けた具体的な相談対応・助言を行い、
経営改善に向けた取り組みを支援する

ステップ３（運賃交渉支援）

・ステップ１（経営診断）およびステップ２（経営改
善支援）の結果を踏まえ、原価計算・運賃設定支援、
交渉準備支援、運賃交渉への同席・資料説明等を通
じて、運賃の設定および交渉を支援する
・稼働日数は最大 4日とする

事
業
の
概
要

経
験
豊
富
な
中
小
企
業
診
断
士
等
が

経
験
豊
富
な
中
小
企
業
診
断
士
等
が

受
診
事
業
者
の
経
営
課
題
を
明
確
化

受
診
事
業
者
の
経
営
課
題
を
明
確
化

ス
テ
ッ
プ
１
「
経
営
診
断
」

原
価
計
算
・
運
賃
設
定
等
を
手
助
け

原
価
計
算
・
運
賃
設
定
等
を
手
助
け

取
引
先
と
の
交
渉
に
も
診
断
士
が
同
席

取
引
先
と
の
交
渉
に
も
診
断
士
が
同
席

ス
テ
ッ
プ
３
「
運
賃
交
渉
支
援
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
令
和
６
年
度
か
ら
︑
会
員
事
業
者
の
経
営

状
況
の
診
断
か
ら
経
営
改
善
・
運
賃
交
渉
ま
で
を
中
小
企
業
診
断
士
等

が
支
援
す
る
﹁
経
営
診
断
・
経
営
改
善
支
援
・
運
賃
交
渉
支
援
事
業
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
）
を
実
施
し
て
い
る
（
実
施
期
間
は
８
年
２
月
28
日
ま
で
）︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

受
診
申
し
込
み
に
つ
い
て

ス テ ッ プ １ス テ ッ プ １ ス テ ッ プ ２ス テ ッ プ ２ ス テ ッ プ ３ス テ ッ プ ３
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レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
︒

・ 

熱
中
症
は
死
亡
災
害
に
至

る
割
合
が
︑
他
の
災
害
の

約
５
~
６
倍
と
な
っ
て
い

る
︒

・ 

死
亡
者
の
約
７
割
は
屋
外

作
業
で
あ
る
た
め
︑
気
候

変
動
の
影
響
に
よ
り
さ
ら

　

図
１
で
は
︑
熱
中
症
の
災

害
発
生
状
況（
平
成
24
年
~
）

を
示
し
て
い
る
︒

　

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
に

よ
る
死
亡
災
害
の
傾
向
は
︑

次
の
通
り
︒

・ 

死
亡
災
害
が
令
和
４
年
︑

５
年
と
２
年
連
続
で
30
人

な
る
増
加
の
懸
念
が
あ
る
︒

　

ま
た
︑
２
年
~
５
年
に
発

生
し
た
熱
中
症
死
亡
災
害

（
１
０
３
件
）
の
分
析
結
果

に
よ
る
と
︑
①
重
篤
化
し
た

状
態
で
発
見
さ
れ
る
な
ど

め
︑﹁
体
制
整
備
﹂︑﹁
手
順

作
成
﹂︑﹁
関
係
者
へ
の
周
知
﹂

が
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ

る
︒

　

基
本
的
な
考
え
方
は
︑
図

３
の
通
り
で
あ
る
︒

　

対
象
と
な
る
の
は
︑﹁
暑

　

今
回
の
労
働
安
全
衛
生
規

則
の
改
正
で
は
︑
熱
中
症
の

お
そ
れ
が
あ
る
労
働
者
を
早

期
に
見
つ
け
︑
そ
の
状
況
に

応
じ
︑
迅
速
か
つ
適
切
に
対

処
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
熱
中

症
の
重
篤
化
を
防
止
す
る
た

さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
28
度

以
上
ま
た
は
気
温
31
度
以
上

の
環
境
下
で
︑
連
続
１
時
間

以
上
ま
た
は
１
日
４
時
間
を

超
え
て
実
施
﹂
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
作
業
で
あ
る
︒

綱
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
③
）
や

﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症　

ク

ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
要
綱
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド

④
）
で
実
施
を
求
め
て
い
る

事
項
︑
現
場
で
効
果
を
上
げ

﹁
発
見
の
遅

れ
﹂
が
78
件
︑

②
医
療
機
関
に

搬
送
し
な
い
な

ど
﹁
異
常
時
の

対
応
の
不
備
﹂

が
41
件
︱
︱
に

の
ぼ
り
︑
熱
中

症
死
亡
災
害
の

ほ
と
ん
ど
が

﹁
初
期
症
状
の

放
置
・
対
応
の

遅
れ
﹂（
１
０

０
件
）
に
よ
る

も
の
で
あ
る
︒

　

事
業
者
に
は
︑

﹁
職
場
に
お
け

る
熱
中
症
予
防

基
本
対
策
要

て
い
る
対
策
を
参
考
に
︑
現

場
に
お
い
て
死
亡
に
至
ら
せ

な
い
（
重
篤
化
さ
せ
な
い
）

た
め
の
適
切
な
対
策
の
実
施

が
求
め
ら
れ
る
︒

　

な
お
︑
図
２
で
は
︑﹁
職

場
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
基

本
対
策
要
綱
に
基
づ
く
取
り

組
み
﹂
を
挙
げ
て
い
る
︒

　

図
５
で
は
︑
熱
中
症
の
初

期
症
状
を
示
し
て
い
る
︒
こ

れ
ら
の
症
状
が
発
生
し
た
場

合
に
は
︑
す
ぐ
に
周
囲
の
人

や
現
場
管
理
者
に
申
し
出
る

必
要
が
あ
る
︒

　

ま
た
︑
周
囲
の
人
に
こ
れ

ら
の
症
状
が
み
ら
れ
る
場
合

に
は
︑
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る

こ
と
か
ら
︑
現
場
の
実
態
に

即
し
た
具
体
的
な
対
応
を
早

急
に
取
る
必
要
が
あ
る
︒

い
て
紹
介
し
て
い
る
︒
た
だ

し
︑
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
参

考
例
で
あ
り
︑
現
場
の
実
情

　

図
４
で
は
︑
熱
中
症
の
お

そ
れ
の
あ
る
者
を
発
見
し
た

場
合
に
取
る
べ
き
対
応
に
つ

に
合
っ
た
内
容
に
す
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
で
あ
る
︒

　

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
を
強
化
す
る
た

め
︑
令
和
７
年
６
月
１
日
に
改
正
労
働
安
全
衛
生

規
則
が
施
行
さ
れ
る
︒
同
改
正
で
は
︑
熱
中
症
の

お
そ
れ
が
あ
る
労
働
者
を
早
期
に
見
つ
け
︑
そ
の

状
況
に
応
じ
︑
迅
速
か
つ
適
切
に
対
処
す
る
こ
と

に
よ
り
︑
熱
中
症
の
重
篤
化
を
防
止
す
る
た
め
︑

﹁
体
制
整
備
﹂︑﹁
手
順
作
成
﹂︑﹁
関
係
者
へ
の
周
知
﹂

が
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
る
（
５
面
に
関
連
記

事
）︒

　

こ
こ
で
は
︑
厚
生
労
働
省
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹁
職

場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
﹂
を

基
に
︑
現
場
に
お
け
る
対
応
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

す
る
︒
な
お
︑
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
次

元
コ
ー
ド
①
）︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
︑
陸
上
貨

物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
（
陸
災
防
）
と

全
ト
協
で
作
成
し
た
熱
中
症
予
防
啓
発
ポ
ス
タ
ー

を
刷
り
込
む
と
と
も
に
熱
中
症
予
防
啓
発
チ
ラ
シ

を
同
封
し
て
い
る
︒
同
ポ
ス
タ
ー
と
チ
ラ
シ
は
全
ト

協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
!!

熱
中
症
﹂
特
設
ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ

ー
ド
②
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
︒

1
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
災
害
の
多
発
を
踏
ま
え
た
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

「
初
期
症
状
の
放
置
・
対
応
の
遅
れ
」
が

「
初
期
症
状
の
放
置
・
対
応
の
遅
れ
」
が

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
災
害
に
直
結
す
る

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
災
害
に
直
結
す
る

3
熱
中
症
の
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
す
る
処
置
の
例

熱
中
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
労
働
者
を
早
期
に
見
つ
け

熱
中
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
労
働
者
を
早
期
に
見
つ
け

状
況
に
応
じ
て
迅
速
か
つ
適
切
に
対
処
を

状
況
に
応
じ
て
迅
速
か
つ
適
切
に
対
処
を

4
「
い
つ
も
と
違
う
」
と
思
っ
た
ら
、
熱
中
症
を
疑
う

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
症
状
例
を
理
解
し
て

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
症
状
例
を
理
解
し
て

症
状
が
現
れ
た
際
に
は
す
ぐ
に
申
し
出
る

症
状
が
現
れ
た
際
に
は
す
ぐ
に
申
し
出
る

図５

図４ 図１

図２

2
今
回
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
を
防
ぐ
に
は

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
を
防
ぐ
に
は

「
見
つ
け
る
」「
判
断
す
る
」「
対
処
す
る
」
が
カ
ギ
に

「
見
つ
け
る
」「
判
断
す
る
」「
対
処
す
る
」
が
カ
ギ
に

図３

二次元コード④
「STOP！�熱中症　クールワーク

キャンペーン実施要綱」

二次元コード③
「職場における熱中症
予防基本対策要綱」

二次元コード⑤
「職場における熱中症

予防情報」

暑さ厳しい夏を前に  職場における熱中症対策の強化を！暑さ厳しい夏を前に  職場における熱中症対策の強化を！
令和７年６月１日施行の改正労働安全衛生規則により熱中症対策が義務化されます厚

労
省
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第
３
回　

株
式
会
社
仙
台
食
品
運
輸
（
宮
城
県
仙
台
市
）

社
内
規
程
の
明
文
化
な
ど
労
働
条
件
の
「
見
え
る
化
」
を
通
じ
て

持
続
可
能
な
企
業
経
営
を
目
指
す

　

㈱
仙
台
食
品
運
輸
（
阿
部

七
七
男
代
表
取
締
役
）
は
︑

冷
凍
食
品
や
チ
ル
ド
食
品
︑

医
薬
品
な
ど
の
配
送
を
手
が

け
る
運
送
会
社
で
︑
仙
台
市

に
あ
る
本
社
営
業
所
の
ほ

か
︑
岩
手
県
矢
巾
町
に
は
盛

岡
営
業
所
を
構
え
︑
２
拠
点

体
制
で
事
業
を
展
開
し
て
い

る
︒

　

同
社
で
は
30
年
ほ
ど
前
ま

で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
務
管

理
が
十
分
に
で
き
て
お
ら

ず
︑
労
働
時
間
は
非
常
に
長

い
状
態
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た

め
︑
当
時
は
従
業
員
の
定
着

率
は
良
く
な
く
︑
毎
年
全
従

業
員
の
３
分
の
１
ほ
ど
が
入

れ
替
わ
っ
て
い
た
と
い
う
︒

そ
う
し
た
中
で
︑
交
通
事
故

に
よ
っ
て
同
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
２
人
亡
く
な
っ
た
こ
と

が
︑
同
社
の
労
務
管
理
体
制

強
化
の
大
き
な
き
っ
か
け
と

な
っ
た
︒同
社
で
は
︑事
故
後
︑

全
車
に
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ

フ
や
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
導
入
し
︑
労
務
管
理
お
よ

び
安
全
管
理
を
的
確
に
実
施

で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
と

と
も
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
時
間
の
状
況
や
荷
積
み
・

荷
卸
し
待
ち
な
ど
の
実
態
を

把
握
し
た
上
で
︑
荷
主
に
対

し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時

間
削
減
へ
の
協
力
を
要
請
︒

労
働
環
境
の
改
善
を
実
現
さ

せ
た
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
定
着
率
も
少
し
ず
つ
改
善

し
て
い
っ
た
︒

　

働
き
や
す
い
職
場
認
証
制

度
が
令
和
２
年
度
に
創
設
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
︑
阿
部
社

長
は
同
認
証
制
度
の
目
的
や

取
得
の
メ
リ
ッ
ト
を
確
認
︒

﹁
こ
れ
ま
で
当
社
で
は
︑
社

内
規
程
な
ど
の
書
面
の
整
備

が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
な

ど
︑
法
令
遵
守
の
面
で
十
分

で
は
な
い
部
分
が
あ
っ
た
︒

社
内
規
程
の
明
文
化
な
ど
労

働
条
件
の
﹃
見
え
る
化
﹄
を

通
じ
て
︑
認
証
取
得
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
︑
持
続
可
能

な
企
業
経
営
を
目
指
し
た

い
﹂
と
︑
認
定
取
得
を
決
意

し
︑
２
年
度
に
﹁
一
つ
星
﹂

を
取
得
し
た
︒
な
お
︑﹁
一
つ

星
﹂
取
得
に
あ
た
っ
て
は
︑

既
に
同
社
に
お
け
る
職
場
環

境
改
善
へ
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
︑
ス

ム
ー
ズ
に
取
得
で
き
た
︒
一

方
で
︑４
年
度
の
﹁
二
つ
星
﹂

取
得
に
際
し
て
は
社
内
規
程

の
整
備
を
進
め
た
上
で
︑﹁
二

つ
星
﹂取
得
に
至
っ
た
と
い
う
︒

　
﹁
30
年
前
の
出
来
事
を
受

け
て
︑﹃
当
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー

を
何
と
し
て
も
守
る
た
め
に
︑

二
度
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
﹄
と
労
務

管
理
体
制
の
強
化
に
踏
み
切

り
︑
労
働
時
間
削
減
へ
の
取

り
組
み
を
継
続
的
に
進
め
て

き
た
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
改
善
に
繋
が
り

ま
し
た
︒
一
方
で
︑
そ
れ
に

合
っ
た
形
で
の
社
内
規
程
の

整
備
が
遅
れ
て
い
た
た
め
に
︑

﹃
二
つ
星
﹄
取
得
の
際
に
は

苦
労
し
ま
し
た
が
︑
認
証
取

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
に
お
け

る
労
働
環
境
改
善
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
︑
認
証
項
目

に
対
応
し
た
形
で
み
て
い
く
︒

◇
労
働
時
間
・
休
日

　

同
社
で
は
︑
30
年
前
の
事

故
直
後
か
ら
デ
ジ
タ
コ
の
導

入
を
進
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
時
間
管
理
を
強
化
︒
現

在
は
１
日
当
た
り
の
拘
束
時

間
の
目
標
を
最
大
12
時
間
に

設
定
し
て
い
る
︒
拘
束
時
間

が
12
時
間
を
超
過
し
そ
う
な

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
︑

労
働
時
間
が
増
え
す
ぎ
な
い

よ
う
に
ル
ー
ト
の
入
れ
替
え

を
行
う
な
ど
の
対
策
を
講
じ

て
い
る
ほ
か
︑
労
働
時
間
増

大
に
繋
が
る
荷
積
み
・
荷
卸

し
待
ち
の
削
減
に
向
け
た
荷

主
へ
の
改
善
要
請
も
進
め
て

い
る
︒

　

同
社
で
は
６
年
度
に
﹁
三

つ
星
﹂認
定
を
取
得
し
た
が
︑

時
を
同
じ
く
し
て
改
正
﹁
自

動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等

の
改
善
の
た
め
の
基
準
（
改

善
基
準
告
示
）﹂
が
６
年
４

月
か
ら
適
用
さ
れ
︑
１
日
の

拘
束
時
間
が
13
時
間
以
内
と

定
め
ら
れ
た
︒
同
社
で
は
︑

改
正
改
善
基
準
告
示
の
適
用

を
視
野
に
︑
拘
束
時
間
の
実

態
を
洗
い
出
し
た
上
で
︑﹁
拘

束
時
間
12
時
間
﹂
の
実
現
に

向
け
て
改
善
を
進
め
て
き

た
︒
ま
た
︑
同
年
４
月
か
ら

の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

（
年
９
６
０
時
間
）
適
用
を

前
に
︑
時
間
外
労
働
時
間
に

つ
い
て
も
改
善
を
進
め
︑
現

在
で
は
月
間
45
時
間
を
超
過

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と

い
う
︒

　

ま
た
︑休
日
に
関
し
て
は
︑

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
を
確
保
す
る

た
め
に
は
︑
週
休
２
日
制
の

導
入
は
欠
か
せ
な
い
﹂
と
の

得
を
通
じ
て
社
内
規
程
整
備

を
進
め
た
こ
と
で
︑
こ
れ
ま

で
明
文
化
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
労
働
条
件
な
ど
の
﹃
見
え

る
化
﹄
に
繋
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
﹂（
阿
部
社
長
）

阿
部
社
長
の
考
え
か
ら
︑
現

在
で
は
基
本
的
に
週
休
２
日

◇
心
身
の
健
康

　

同
社
で
は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー

の
健
康
が
無
け
れ
ば
安
全
は

無
い
﹂
と
の
信
念
の
も
と
︑

健
康
経
営
に
力
を
入
れ
て
お

り
︑
５
年
に
﹁
健
康
経
営
優

良
法
人
﹂
認
定
を
受
け
た
︒

①
健
康
診
断
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー

　

同
社
で
は
︑
従
業
員
に
対

す
る
健
康
へ
の
意
識
づ
け
の
一

環
と
し
て
︑
健
康
診
断
の
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
強
化
︒

有
所
見
者
に
対
し
て
は
面
談

を
行
う
ほ
か
︑
再
検
査
・
精

密
検
査
を
促
す
た
め
の
手
紙

を
渡
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
継

続
し
て
治
療
を
行
っ
て
い
る

従
業
員
に
対
し
て
は
︑
定
期

的
に
経
過
報
告
を
行
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
︒

②
転
倒
リ
ス
ク
チ
ェッ
ク
の
実

施
　

荷
役
作
業
を
行
う
従
業
員

向
け
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
︑
中
央
労
働
災
害
防
止
協

会
（
中
災
防
）﹁
転
び
の
予

防
体
力
チ
ェ
ッ
ク
﹂（
二
次
元

コ
ー
ド
①
）
を
基
に
︑﹁
２
ス

と
し
て
い
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
日
を
確

保
せ
ず
︑
長
時
間
労
働
を
さ

せ
続
け
た
ま
ま
で
は
︑
い
ず

れ
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
健

康
を
害
し
て
し
ま
う
か
︑
あ

る
い
は
大
量
離
職
し
て
し
ま

い
ま
す
︒
そ
れ
に
よ
っ
て
︑

荷
主
へ
荷
物
を
運
べ
な
く
な

る
事
態
が
起
き
か
ね
ま
せ

ん
︒
当
社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー

の
働
き
方
改
革
に
本
腰
を
入

テ
ッ
プ
（
歩
行
能
力
・
筋

力
）﹂︑﹁
座
位
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ

﹃
労
働
時
間
を
短
く
す
る
﹄

こ
と
︑
そ
し
て
﹃
賃
金
を
上

げ
て
い
く
﹄
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

な
お
︑
同
社
で
は
荷
主
と

の
運
賃
交
渉
も
果
敢
に
進
め

て
お
り
︑
運
賃
値
上
げ
分
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
ド
ラ
イ

バ
ー
に
還
元
し
て
い
る
と
い

う
︒

れ
︑
現
行
の
基

準
の
一
歩
先
を

目
指
し
て
改
善

に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
に
誇

り
を
も
っ
て
仕

事
を
続
け
て
も

ら
う
た
め
に
は
︑

（
敏
捷
性
）﹂︑﹁
フ
ァ
ン
ク
シ

ョ
ナ
ル
リ
ー
チ
（
動
的
バ
ラ

ン
ス
）﹂︑﹁
閉
眼
片
足
立
ち

（
静
的
バ
ラ
ン
ス
）﹂︑﹁
開

眼
片
足
立
ち
（
静
的
バ
ラ
ン

ス
）﹂
の
５
項
目
を
測
定
︒

ま
た
︑
身
体
的
特
性
に
関
す

る
質
問
票
に
記
入
し
て
も
ら

い
︑
結
果
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ

ー
ト
化
す
る
︒
質
問
票
の
回

答
内
容
と
身
体
機
能
計
測
結

果
と
の
差
が
著
し
い
場
合
は
︑

﹁
自
分
の
身
体
機
能
を
過
大

評
価
し
て
い
る
﹂
た
め
︑
転

倒
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
判
断

さ
れ
る
︒

③
握
力
測
定

　

全
身
の
筋
力
の
指
標
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
る
握
力
の

測
定
を
年
に
１
回
実
施
︒
握

力
測
定
後
に
は
ラ
ン
キ
ン
グ

を
公
表
し
て
い
る
が
︑
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
上
位
者
だ
け
で

は
な
く
成
績
が
伸
び
た
人
も

載
せ
る
よ
う
に
し
︑
従
業
員

の
参
加
意
欲
を
高
め
て
い
る
︒

④
「
み
や
ぎ
歩
数
ア
ッ
プ
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
へ
の
参
加

　

宮
城
県
が
実
施
し
て
い

る
︑
健
康
増
進
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
利
用
に
よ
る
歩
数
ア

ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
︑
同
社
の

従
業
員
３
人
１
組
か
ら
な
る

チ
ー
ム
で
参
加
し
︑
事
業
所

単
位
で
歩
数
で
順
位
を
競

う
︒
社
内
で
も
歩
数
が
多
か

っ
た
チ
ー
ム
に
は
︑
同
社
か

ら
独
自
に
賞
品
を
授
与
し
て

い
る
︒

⑤
禁
煙
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援

　

禁
煙
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
従

業
員
を
後
押
し

す
る
た
め
︑
す

ご
ろ
く
形
式
の

シ
ー
ト（
上
図
）

を
作
成
︒
３
か

月
間
︑
禁
煙
を

継
続
し
た
従
業

員
に
は
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
贈
ら
れ

る
︒

　

さ
て
︑
同
社

で
は
毎
日
出
勤

時
と
退
勤
時
に

ド
ラ
イ
バ
ー
の

血
圧
と
体
温
を

測
定
し
て
い

る
︒
測
定
結
果

は
ク
ラ
ウ
ド
上

に
保
存
さ
れ
︑

デ
ー
タ
の
変
化

な
ど
を
い
つ
で

も
確
認
す
る
こ

に
積
極
的
に
声
が
け
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
︒
こ
の
取
り

と
が
で
き

る
︒
日
々

更
新
さ
れ

る
デ
ー
タ

を
運
行
管

理
面
と
健

康
管
理
面

の
両
面
で

チ
ェ
ッ
ク

す
る
と
と

も
に
︑
デ

ー
タ
の
動

向
を
確
認

し
︑
健
康

状
態
に
問

題
が
あ
り

そ
う
な
ド

ラ
イ
バ
ー

◇�

安
心
・
安
定

　

同
社
で
は
︑
こ
の
４
月
か

ら
65
歳
定
年
制
を
導
入
し
て

い
る
︒
65
歳
を
過
ぎ
て
も
引

き
続
き
同
社
で
勤
務
し
た
い

従
業
員
に
対
し
て
は
︑
１
年

ご
と
の
雇
用
契
約
に
よ
り
︑

再
雇
用
し
て
い
る
︒
現
在
︑

同
社
で
は
72
歳
に
な
る
従
業

員
が
︑
３
㌧
車
に
よ
る
仙
台

市
内
の
配
送
業
務
に
就
い
て

い
る
と
い
う
︒

　

再
雇
用
に
当
た
っ
て
は
︑

高
齢
従
業
員
の
健
康
状
態
を

確
認
し
た
上
で
︑
本
人
の
希

望
を
聞
き
な
が
ら
︑
年
齢
や

体
力
を
踏
ま
え
た
上
で
無
理

の
な
い
勤
務
体
制
に
な
る
よ

う
配
慮
し
て
い
る
︒

　

毎
月
開
催
し
て
い
る
︑﹁
安

全
衛
生
委
員
会
﹂（
ド
ラ
イ

バ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
で
は

健
康
に
関
す
る
内
容
も
取
り

扱
っ
て
い
る
︒
今
年
２
月
の

同
委
員
会
で
は
︑
い
つ
ま
で

も
長
く
働
く
こ
と
の
で
き
る

職
場
環
境
整
備
の
一
環
と
し

組
み
は
︑
運
行
管
理
を
担
う

運
行
管
理
部
と
従
業
員
の
健

康
管
理
な
ど
に
携
わ
る
総
務

部
の
連
携
に
よ
る
も
の
で
︑

デ
ジ
タ
ル
化
と
と
も
に
連
携

体
制
を
確
立
さ
せ
た
こ
と

で
︑
よ
り
効
果
的
に
︑
そ
し

て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
働
き
か
け
を
行
う

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
最
近
︑

腰
痛
を
訴
え
る
従
業
員
が
多

く
み
ら
れ
る
た
め
︑今
年
度
︑

専
任
衛
生
管
理
者
で
あ
る
総

務
部
の
阿
部
友
愛
氏
を
中
心

に
︑
腰
痛
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

も
盛
り
込
ん
だ
﹁
体
力
づ
く

り
運
動
ス
ペ
シ
ャ
ル
﹂
の
実

施
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
︒

て
︑﹁
脳
の
記
憶
力
﹂
を
テ

ー
マ
に
︑
認
知
症
な
ど
の
自

己
診
断
テ
ス
ト
な
ど
を
実

施
︒高
齢
従
業
員
か
ら
は﹁
今

後
も
仕
事
を
頑
張
る
上
で
︑

非
常
に
た
め
に
な
っ
た
﹂
と

の
声
が
あ
っ
た
と
い
う
︒

◇
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育

成
　

同
社
で
は
毎
年
春
と
秋
の

年
２
回
︑﹁
社
員
研
修
会
﹂

を
開
催
し
て
い
る
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
流
行
す
る
前
は
︑
座

学
を
中
心
に
︑
安
全
対
策
を

主
体
に
し
た
内
容
で
実
施
さ

れ
て
き
た
が
︑
昨
年
か
ら
は

﹁
従
業
員
全
員
の
気
持
ち
を

１
つ
に
し
た
い
﹂
と
の
思
い
か

ら
︑
従
業
員
参
加
型
の
楽
し

め
る
内
容
に
変
え
て
い
る
︒

　

昨
年
秋
に
は
︑
食
事
の
マ

ナ
ー
研
修
を
兼
ね
た
食
事
会

の
後
に
チ
ー
ム
対
抗
の
﹁
チ

ャ
ン
バ
ラ
合
戦
﹂
を
実
施
︒

チ
ャ
ン
バ
ラ
を
通
じ
て
︑
体

を
動
か
す

こ
と
や
従

業
員
同
士

の
交
流
の

大
切
さ
を

伝
え
た
︒

　

ま
た
︑
同
社
に
は
運
行
管

理
者
資
格
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
免
許
︑
衛
生
管
理
者
資
格

な
ど
の
資
格
取
得
支
援
制
度

が
あ
り
︑
取
得
費
用
は
全
額

同
社
が
負
担
し
て
い
る
ほ
か
︑

各
資
格
に
応
じ
た
手
当
を
設

　
﹁
三
つ
星
﹂
取
得
以
降
の

同
社
の
変
化
に
つ
い
て
︑
離

職
率
に
つ
い
て
は
︑
こ
の
１
年

に
お
い
て
大
幅
に
低
下
し
た

と
い
う
︒
一
方
で
︑
求
人
募

集
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
増
え

て
お
り
︑
特
に
盛
岡
営
業
所

で
は
新
入
社
員
が
増
え
て
い

る
︒
同
社
の
﹁
労
働
時
間
の

少
な
さ
﹂
が
口
コ
ミ
で
広
が

り
つ
つ
あ
る
と
い
い
︑
そ
れ
が

影
響
し
て
入
社
や
問
い
合
わ

せ
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か

と
分
析
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
求
職
者
に
対
し
て

同
社
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い

か
ら
︑
同
社
で
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
に
よ
る
情
報
発
信（
二

次
元
コ
ー
ド
②
）
も
始
め
て

い
る
︒

　

最
後
に
︑﹁
三
つ
星
﹂
事

業
者
と
し
て
の
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
︑
阿
部
社
長
に
聞

い
た
︒

　
﹁
宮
城
県
内
で
初
の
﹃
三
つ

星
﹄
事
業
者
と
な
っ
た
こ
と

で
︑
当
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は

﹃
三
つ
星
﹄
事
業
者
の
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
の
誇
り
を
も

っ
て
い
ま
す
︒
一
方
で
︑
当
社

の
ト
ラ
ッ
ク
に
は
三
つ
星
ス
テ

け
て
い
る
︒
か
つ
て
は
︑
制

度
自
体
が
存
在
し
て
い
て
も

社
内
規
程
が
な
か
っ
た
た
め
︑

同
認
証
取
得
を
機
に
規
程
を

整
備
し
︑
制
度
を
活
用
し
や

す
く
し
て
い
る
︒

ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い
ま
す
が
︑

荷
主
か
ら
の
反
応
は
ま
だ
ま

だ
だ
と
感
じ
て
お
り
︑
荷
主

に
対
し
て
﹃
三
つ
星
﹄
事
業

者
の
も
つ
有
用
性
を
ア
ピ
ー

ル
し
︑
差
別
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

同
制
度
を
通
じ
て
﹃
見
え
る

化
﹄
を
進
め
︑
よ
り
ク
リ
ア

な
会
社
に
し
て
い
く
こ
と
が
︑

そ
の
会
社
だ
け
に
留
ま
ら

ず
︑
業
界
全
体
の
魅
力
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
︒
当
社
と
し
て
は
︑
今
後

も
﹃
三
つ
星
﹄
事
業
者
と
し

て
の
誇
り
を
胸
に
︑
よ
り
健

康
と
安
全
に
力
を
入
れ
て
社

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
阿
部

社
長
）

（
取
材
協
力
）
㈱
仙
台
食
品

運
輸　

阿
部
七
七
男
代
表
取

締
役
、
総
務
部　

阿
部
友
愛

氏
（
専
任
衛
生
管
理
者
）、

運
行
管
理
部　

阿
部
将
之
氏

（
専
任
整
備
管
理
者
）

　

職
場
環
境
改
善
に
向
け
た
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
等
の
取
り
組
み
を
﹁
見
え

る
化
﹂
す
る
こ
と
で
︑
求
職
者
の
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
就
職
を
促
進
し
︑
人
材
確

保
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
こ
と
を

目
的
に
︑﹁
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度

（
正
式
名
称
:
運
転
者
職
場
環
境
良

好
度
認
証
制
度
）﹂
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
︒
同
制
度
で
は
︑
法
令
遵
守
の
み
な

ら
ず
︑
法
令
の
基
準
を
上
回
る
労
働
条

件
や
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
十
分
に
実
施
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
事
業
者
を
国
が
﹁
三
つ
星
﹂
事
業

者
と
し
て
認
証
し
て
い
ま
す
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
三
つ
星
事

業
者
を
訪
問
し
︑
各
事
業
者
に
お
け
る

職
場
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
や
認
定

取
得
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
︒
今
回
は
︑
宮
城
県
仙
台
市
の
㈱

仙
台
食
品
運
輸
で
す
︒

阿部　七七男
代表取締役

運行管理部
阿部　将之氏

3030
年
前
の
事
故
を
機
に
労
務
管
理
を
強
化

年
前
の
事
故
を
機
に
労
務
管
理
を
強
化

持
続
可
能
な
企
業
経
営
を
目
指
し
認
証
取
得
に
取
り
組
む

持
続
可
能
な
企
業
経
営
を
目
指
し
認
証
取
得
に
取
り
組
む

他
部
署
と
の
連
携
体
制
構
築
と
Ｉ
Ｔ
化
を
テ
コ
に

他
部
署
と
の
連
携
体
制
構
築
と
Ｉ
Ｔ
化
を
テ
コ
に

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
に
も
力
を
注
ぐ

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
に
も
力
を
注
ぐ

「
従
業
員
全
員
の
気
持
ち
を
１
つ
に
し
た
い
」　

「
従
業
員
全
員
の
気
持
ち
を
１
つ
に
し
た
い
」　

従
業
員
参
加
型
の
楽
し
め
る
研
修
会
を
開
催

従
業
員
参
加
型
の
楽
し
め
る
研
修
会
を
開
催

「
三
つ
星
」
事
業
者
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に

「
三
つ
星
」
事
業
者
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に

よ
り
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

よ
り
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

従
業
員
の
定
着
率
ア
ッ
プ
実
現
に
欠
か
せ
な
い

従
業
員
の
定
着
率
ア
ッ
プ
実
現
に
欠
か
せ
な
い

「
労
働
時
間
の
短
縮
」
と
「
賃
上
げ
」
を
推
進

「
労
働
時
間
の
短
縮
」
と
「
賃
上
げ
」
を
推
進

総務部
阿部　友愛氏

㈱仙台食品運輸
［代表取締役　阿部　七七男］

本　　社　宮城県仙台市宮城野区中野4-1-1
設　　立　昭和45年3月
資  本  金　1,000万円
従業員数　75人（うちドライバー60人）
車  両  数　50台

本社営業所には、「グリーン経営認証」、「貨物自動車運送事業安全性優良事業所認
証（Gマーク）」に並び、「三つ星」マーク（矢印）を掲示し、社内外に「三つ星」事
業所であることをアピールしている

同
社
で
は
、
72
歳
に
な
る
高
齢
従
業
員
が
、
安
全
で
元

気
に
仙
台
市
内
の
配
送
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る

敏
捷
性
を
確
認
す
る
た
め
の
「
座
位

ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
」

動
的
バ
ラ
ン
ス
を
測
定
す
る
「
フ
ァ

ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
チ
」

二次元コード①
中災防

「転びの予防
体力チェック」

二次元コード②
同社

インスタグラム

同社では、安全衛生委員会（ドライバーミーティング）などの機会を通じ
て、心身の健康への意識高揚に繋げている

チーム対抗の「チャンバラ合戦」を取り入れるなど、従
業員が楽しめる研修会を開催している

禁煙チャレンジシート

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」

「
三
つ
星
」
事
業
者
の
取
り
組
み
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ついに登場！AIエンピツ！

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜停止距離・車間距離編〜
	 【解 答】4面に問題

❶	×（教則第5章第4節	安全な速
度と車間距離2-1）制動距離とはブ
レーキが効き始めてから車が停止
するまでの距離をいう。運転者が危
険を感じてからブレーキを踏み、ブ
レーキが実際に効き始めるまでの
間に車が走る距離は、空走距離とい
う。空走距離と制動距離を合わせた
距離が停止距離である。
❷	○（教則第5章第4節	安全な速度
と車間距離2-2）運転者が疲れてい
るときは、危険を認知して判断する
までに時間がかかるので、空走距離
は長くなる。
❸	×（教則第5章第4節	安全な速度

と車間距離2-2）重い荷物を積んで
いる場合は制動距離が長くなる。
❹	○（教則第5章第4節	安全な速度
と車間距離2-3）路面が濡れている
場合やタイヤがすり減っている場合
の停止距離は、乾燥した路面でタイ
ヤの状態が良い場合の２倍程度に
延びることがある。
❺	×（教則第5章第4節	安全な速度
と車間距離2-4）大型自動車、中型
自動車及び準中型自動車は、普通自
動車に比べ、運転席の位置が高く、
見下ろす形になり、車間距離が実際
より長く感じられるため、車間距離
が短くなりやすいので注意する。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
３
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①この場面では、左側の大きなバスに注意が向きがちで
すが、バスのみに注意が集中すると、自車の右前方に
いる歩行者を見落とすおそれがあります。歩行者は手
を挙げて駅の方を向いています。歩行者は「トラック
に合図して横断を開始すれば止まってくれるだろう」
と考え、安易に横断してくることがあります。この場面
では、歩行者の横断を備えておく必要があります。人
の行き来の多い場所では、注意を1か所に偏らせずに
周囲を万遍なく確認しながら慎重に運転してください。

②バス停にバスが止まっている時は、しっかりその動静
を確認しましょう。出発しそうな時は必ず停止して、バ
スの発進を優先させてください。また、自車の運転で
バスが急ブレーキを踏むと、乗客が転倒するなどの車
内事故の原因になります。バスの運転者に急ブレーキ
を踏ませない運転を心がけましょう。

③バスが発車せずに、順調に側方を通過していても油断
は禁物です。バスの死角から歩行者が飛び出してくる
危険があるからです。側方を通過している時は、常に
死角からの飛出しを予測しておきましょう。また、通勤
退勤時間帯の駅周辺は、急いでいる人が周囲の状況
を確認せずに道路を横断してくることがあります。人
の行き来の多い駅前では、歩行者の危険な横断を予

①道路を横断してきた歩行者を見落として衝突す
る危険があります（図１）。

②発車してきたバスと衝突する危険があります
（図2）。

③バスの死角から飛び出した歩行者や横断歩道を
横断してきた歩行者と衝突する危険があります
（図3）。

　あなたは、帰宅時間帯、人の行き来の
多い駅前のバス停に差しかかりました。
自車の左側にはバスが停車しています。
また、この場面にはどのような危険があり
ますか。また、危険を避けるためにはどの
ような運転をすればよいでしょうか。考え
てみましょう。

図１

図２

図３

測して、いつでも止まれるよう徐行での走行を
徹底しましょう。また、横断歩道の手前では一時
停止して、しっかり安全を確認してから通過しま
しょう。

バス停

ロータリー広場

●●駅

手を挙げている歩行者

バス停

ロータリー広場

●●駅

バス停

ロータリー広場

●●駅

　

自
動
車
運
送
事
業
（
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
等
）
に
お
い
て

は
︑
運
転
者
不
足
が
深
刻
化

し
て
お
り
︑
運
転
者
の
労
働

条
件
や
労
働
環
境
を
改
善
す

る
と
と
も
に
︑
必
要
と
な
る

運
転
者
を
確
保
・
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
︑
長
時
間
労
働
の
是

正
等
の
働
き
方
改
革
に
積
極

的
に
取
り
組
む
事
業
者
が
求

職
者
に
﹁
見
え
る
﹂
よ

う
に
し
︑
求
職
者
が
安

心
し
て
そ
の
よ
う
な
事

業
者
に
就
職
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
︑﹁
働

き
や
す
い
職
場
認
証

制
度
﹂が
創
設
さ
れ
た
︒ 　

各
事
業
者
の
取
り
組
み

を
︑
客
観
的
基
準
に
基
づ
い

て
評
価
・
認
証
す
る
こ
と
に

よ
り
︑
事
業
者
の
労
働
条
件

や
労
働
環
境
の﹁
見
え
る
化
﹂

を
推
進
し
︑
併
せ
て
厚
生
労

働
省
や
求
人
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

等
と
も
連
携
し
て
求
職
者
に

発
信
す
る
こ
と
で
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
等
の
イ
メ
ー
ジ

刷
新
や
︑
運
転
者
へ
の
就
職

が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
︒

を
進
め
て
い
る
た
め
︑
未
取

得
事
業
者
に
比
べ
︑
求
職
者

に
応
募
し
て
も
ら
い
や
す
く

な
る
︒﹁
安
心
し
て
働
け
る

会
社
は
ど
こ
な
の
か
︑
基
準

が
分
か
ら
な
い
﹂
と
迷
っ
て

い
る
求
職
者
か
ら
も
︑
会
社

選
び
の
目
印
に
な
る
と
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
︒

②
人
材
の
定
着
に
繋
が
る

　

採
用
以
上
に
重
要
な
こ
と

は
︑
離
職
率
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
︒
良
い
人
材
を

育
成
し
︑
定
着
さ
せ
る
た
め

の
職
場
環
境
整
備
に
︑
同
認

証
の
取
得
が
効
果
を
発
揮
す

る
︒

・ 

法
令
を
き
ち
ん
と
守
っ
て

い
る
か

・ 

労
働
条
件
や
労
働
環
境
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

が
で
き
て
い
る
か

　

認
証
を
取
得
す
る
に
あ
た

り
行
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
審
査

に
よ
っ
て
︑
自
然
と
職
場
環

境
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
︒

　

ま
た
︑
認
証
取
得
に
向
け

て
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
活
性
化
し
︑
職
場
の
一

体
感
が
醸
成
さ
れ
る
た
め
︑

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
エ
ン
ゲ
ー

　

各
認
証
項
目
の
達
成
状
況

に
応
じ
︑﹁
一
つ
星
﹂︑﹁
二
つ

星
﹂
お
よ
び
﹁
三
つ
星
﹂
の

認
証
段
階
が
設
け
ら
れ
て
い

る
︒
初
め
て
申
請
す
る
場
合

は
﹁
一
つ
星
﹂
か
ら
の
申
請

手
続
き
と
な
り
︑﹁
一
つ
星
﹂

を
取
得
し
て
い
な
い
と
﹁
二

つ
星
﹂
に
︑ま
た
﹁
二
つ
星
﹂

を
取
得
し
て
い
な
い
と
﹁
三

つ
星
﹂
に
は
進
め
な
い
︒

　
﹁
一
つ
星
﹂︑﹁
二
つ
星
﹂
に

つ
い
て
は
２
０
２
５
年
４
月
１

日
か
ら
︑
ま
た
﹁
三
つ
星
﹂

に
つ
い
て
は
５
月
８
日
か
ら
︑

常
時
申
請
が
可
能
と
な
っ
た
︒

こ
れ
に
よ
り
︑
事
業
者
の
都

合
に
合
わ
せ
て
い
つ
で
も
申

請
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

た
め
︑
よ
り
申
請
が
行
い
や

す
く
な
る
︒

　

な
お
︑
継
続
申
請
に
つ
い

て
は
原
則
と
し
て
更
新
期
間

が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
︑
更

新
期
間
の
前
に
継
続
申
請
を

行
う
こ
と
も
可
能
︒
ま
た
︑

上
位
認
証
段
階
へ
の
申
請
に

ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
も
繋
が

る
︒

③
企
業
価
値
の
向
上

　

制
度
取
得
に
向
け
た
取
り

組
み
の
中
で
︑
職
場
環
境
だ

け
で
は
な
く
︑
業
務
改
善
に

自
主
性
を
も
っ
て
取
り
組
む

社
員
が
増
え
︑
業
務
の
効
率

化
や
生
産
性
の
向
上
に
繋
が

る
︒
ま
た
︑
取
引
先
で
あ
る

荷
主
等
に
︑
自
社
の
労
働
条

件
や
労
働
環
境
が
優
良
で
あ

る
こ
と
を
中
立
的
・
客
観
的

に
示
す
こ
と
が
で
き
︑
取
引

先
か
ら
の
信
頼
性
が
向
上
す

る
︒

あ
た
っ
て
は
︑
現
在
保
有
し

て
い
る
認
証
の
有
効
期
間
開

始
日
か
ら
１
年
が
経
過
し
て

か
ら
有
効
期
間
満
了
日
ま
で

に
申
請
す
る
こ
と
が
可
能

（
例
:
２
０
２
４
年
度
に
初

め
て
﹁
二
つ
星
﹂
を
申
請
取

得
し
た
事
業
者
で
︑
有
効
期

間
満
了
日
が
２
０
２
７
年
３

月
31
日
と
な
っ
て
い
る
事
業

者
は
︑
２
０
２
６
年
４
月
１

日
以
降
に
﹁
三
つ
星
﹂
の
申

請
が
可
能
）︒

　

申
請
時
期
や
申
請
手
続
き

に
関
す
る
詳

細
は
︑
同
認

証
制
度
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

な
お
︑
同
サ
イ
ト
で
は
﹁
認

証
事
業
者
の
現
場
レ
ポ
ー

ト
﹂や﹁
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹂

を
閲
覧
で
き
る
ほ
か
︑
求
職

者
に
同
認
証
制
度
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
チ
ラ
シ
（
写
真
㊤
）
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
︒

　
（
一
財
）
日
本
海
事
協
会
は
５
月
８
日
︑

﹁
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
（
正
式
名

称
:
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度
認
証
制

度
）﹂
三
つ
星
の
２
０
２
５
年
度
申
請
受
付

を
開
始
し
た
と
発
表
し
た
︒

　

一
つ
星
・
二
つ
星
に
つ
い
て
は
︑
２
０
２

５
年
４
月
１
日
か
ら
通
年
で
申
請
を
受
け

付
け
て
い
る
が
︑
三
つ
星
に
関
し
て
も
︑

申
請
可
能
な
期
間
が
定
ま
っ
て
い
た
こ
れ

ま
で
の
受
付
方
法
か
ら
変
更
し
︑
通
年
で

申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
認
証
制
度
の
概
要
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

各
認
証
段
階
と
も
常
時
申
請
が
可
能
に

各
認
証
段
階
と
も
常
時
申
請
が
可
能
に

詳
細
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
参
照

詳
細
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
参
照

4
申
請
時
期

　

同
認
証
を
取
得
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
︑
大
き
く
３
つ
あ
る
︒

①
採
用
強
化
に
繋
が
る

　

業
界
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
職
の
求
職

者
に
対
し
て
︑
同
認
証
を
取

得
し
て
い
る
事
業
者
を
優
先

的
に
案
内
す
る
方
向
で
対
応

　

同
認
証
制
度
は
︑
運
転
者

の
労
働
条
件
や
労
働
環
境
に

関
し
て
評
価
・
認
証
し
︑
主

に
求
職
者
へ
情
報
提
供
を
行

う
た
め
の
制
度
で
あ
る
︒
認

証
を
取
得
し
た
事
業
者
の
よ

り
高
い
水
準
へ
の
移
行
を
促

す
た
め
︑
各
認
証
項
目
の
達

成
状
況
に
応
じ
︑﹁
一
つ
星
﹂・

﹁
二
つ
星
﹂・﹁
三
つ
星
﹂
の

３
つ
の
認
証
段
階
を
設
け
て

い
る
︒
な
お
︑﹁
一
つ
星
﹂
を

取
得
し
て
い
な
い
と
︑﹁
二
つ

星
﹂・﹁
三
つ
星
﹂
に
は
進
む

こ
と
は
で
き
な
い
︒

　

各
認
証
段
階
の
基
本
的
考

え
方
は
︑
表
の
通
り
︒

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」
２
０
２
５
年
度
申
請
受
付
を
開
始

表

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」
は

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」
は

安
心
し
て
働
け
る
運
送
事
業
者
の
目
印
に

安
心
し
て
働
け
る
運
送
事
業
者
の
目
印
に

1
認
証
創
設
の
背
景

採
用
強
化
や
人
材
定
着
に
大
き
な
効
果
が

採
用
強
化
や
人
材
定
着
に
大
き
な
効
果
が

企
業
価
値
向
上
に
よ
り
取
引
先
か
ら
の
信
頼
獲
得
も

企
業
価
値
向
上
に
よ
り
取
引
先
か
ら
の
信
頼
獲
得
も

3
「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」
を
取
得
す
る
メ
リ
ッ
ト

３
段
階
の
認
証
で
事
業
者
を
評
価

３
段
階
の
認
証
で
事
業
者
を
評
価

高
み
を
目
指
す
事
業
者
は
「
三
つ
星
」
の
取
得
を

高
み
を
目
指
す
事
業
者
は
「
三
つ
星
」
の
取
得
を

2
各
認
証
段
階
の
基
本
的
な
考
え
方

一
つ
星
・
二
つ
星
に
続
き

「
三
つ
星
」
も
常
時
申
請
が
可
能
に
！



令和7年（2025年）6月1日 （10）第2259号（第3種郵便物認可）

安全運行のオアシス
トラックステーション

全国23か所のトラックステーション（TS）は全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない
休憩施設です。休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない
休憩施設です。
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❽
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名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

2025・6・1

▼
こ
こ
は
︑東
京
の
下
町
に
あ
る﹁
谷

根
千
﹂︒
ビ
ル
が
林
立
す
る
都
会
と

一
線
を
画
す
よ
う
に
︑
昭
和
の
古
き

良
き
風
情
を
醸
し
出
す
街
並
み
が
残

る
地
域
で
す
︒
台
東
区
と
文
京
区
に

跨
が
る
﹁
谷
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　全日本トラック協会は10月25日㈯から27日㈪にかけて、「第57回
全国トラックドライバー・コンテスト」（二次元コード）を開催する。
　10月25日㈯・26日㈰の2日間は、自動車安全運転センター安全運
転中央研修所（茨城県ひたちなか市）にて、学科競技（法規・構造機
能・運転常識）と実科競技（運転技能・点検）を実施。翌27日㈪に、
第一ホテル東京（東京都港区）で表彰式を開催する。
　現在、各都道府県トラック協会主催のトラックドライ
バー・コンテストが全国で開催されており（右下表）、プ
ロトラックドライバーたちが全国大会出場を目指し競技に
挑んでいる。

実　施　要　綱実　施　要　綱
1 目的1 目的
　事業用トラックドライバーに求められる高度な運転技能と、関係法令
及び車両構造等に係る専門的な知識を競い、他の模範となることで、社
会的責務を担うトラックドライバーとしての自覚と誇りを持たせ、業界
を挙げた安全意識の高揚と交通事故防止活動の推進に資する。

2主催2主催
　公益社団法人全日本トラック協会

3後援3後援
　内閣府、国土交通省、警察庁、自動車安全運転センター、一般財団法
人全日本交通安全協会、一般社団法人日本自動車整備振興会連合会

4協力4協力
　日野自動車株式会社、いすゞ自動車株式会社、三菱ふそうトラック・
バス株式会社、日本フルハーフ株式会社、UDトラックス株式会社（ABC
順）

55日程及び会場日程及び会場
⑴ 令和7年10月25日㈯……実科競技1日目、学科競技
⑵ 令和7年10月26日㈰……実科競技2日目
　自動車安全運転センター安全運転中央研修所（茨城県ひたちなか市）
 … ⑴、⑵共
⑶令和7年10月27日㈪……表彰式
　第一ホテル東京（東京都港区）

66競技部門競技部門
　4トン部門、11トン部門、トレーラ部門、女性部門の４部門とする。
　競技に使用する車両は当日示すが、競技車両の車両クラスは、出場部
門により以下の通りとする。
⑴ 4トン部門 …… 最大積載量4トン車を使用
⑵11トン部門 …… 最大積載量11トン車を使用
⑶トレーラ部門 …… トラクタ・トレーラを使用

⑷女性部門 ……  最大積載量2トン車（ロングボディ）、最大積載量4トン
車、最大積載量11トン車、トラクタ・トレーラから出場
選手が事前に車両クラスを選択し使用

7出場資格7出場資格
⑴ 各都道府県トラック協会長が選抜したトラックドライバーとし、年

齢、性別（女性部門を除く）は問わない。なお、各都道府県トラック
協会からの選抜枠は、各部門につき1名とする。

⑵ 各都道府県トラック協会の会員事業所に勤務する従業員で勤務成績が
優秀であり、出場推薦日において過去3年間人身事故を起こしたことが
なく、かつ、過去1年間無事故、無違反であること。

⑶ 過去に各部門（第33回までの一般部門の各クラスを含む）で優勝した
者、総務庁長官賞又は内閣官房長官賞受賞者及び既に各部門を通じて2
回出場している者は出場することができない。但し、第32回（平成12
年度）以前にトレーラ部門又は女性部門に出場した回数はこれに含め
ない。

⑷  重複して他部門に出場することはできない。
⑸ 女性部門を除き、同一事業者からの出場は各都道府県トラック協会で

1名限りとする。
⑹ 無資格者並びに出場推薦日から表彰式までの間に事故を起こした者及

び違反を犯した者の出場及び入賞は取り消すものとする。

8表彰8表彰
　⑴ 選手表彰
　　① 内閣総理大臣賞〔全部門を通じて総合得点第1位〕
　　② 国土交通大臣賞〔中小企業の出場者のうち、全部門を通じて総合

得点第1位の者〕
　　③警察庁長官賞〔各部門第1位〕
　　④ 全日本トラック協会長賞〔各部門第1位～第5位〕
　　⑤ 全日本トラック協会長特別賞〔シニア（50歳以上）の出場者のう

ち、全部門を通じて総合得点第1位の者〕
　　⑥海外派遣賞〔各部門第1位〕
　　※ ②、⑤については、別に定めた運用方針に基づき実施する。
　⑵ 事業所表彰
　　① 国土交通大臣賞〔各部門第1位の受賞者が所属する事業所〕
　　② 全日本トラック協会長賞〔各部門第1位～第5位の受賞者が所属す

る事業所〕
　⑶ 参加賞
　　①出場選手に参加賞を進呈する。

9競技審査の概要9競技審査の概要
　⑴ 学科競技
　 　 　安全な交通の方法等に関する必要な知識の会得状況について試験

する。
　　①試験方法：短答式
　　②試験時間：60分

　　③ 試験内容：法規（道路交通法）、構造機能（車両）、運転常識
（プロドライバーとしての一般的認識事項等）

　⑵ 実科競技（運転技能・点検）
　 　 　安全・無事故運転を主体として、交通法規の遵守、基本操作技

術、日常点検動作について審査する。
　　①審査方法：実科競技採点表に基づき行う
　　②競技時間：実施要領に明示する
　　③審査内容：審査の主眼は以下の通り
　　　ア．運転操作及び法規履行
　　　　 　安全措置、発進、制動、走行、車体感覚、通行区分、進路変

更、直進・右左折（巻き込み防止措置を含む）、ハンドル操
向、適切なシフトアップ、駐停車等

　　　イ．コース走行
　　　　 　高速周回路、幹線、模擬市街路のコース走行（発進、停止を

含む）、交差点通過（右折及び左折を含む）、側方通過等
　　　ウ．課題走行
　　　　 　隘路（あいろ）の通過、スラローム走行（前進・後退）、Ｓ

字後退、車庫入れ（車両側方停止位置と側方板の距離確認・車
両後方停止位置と指定された停止位置の距離確認）

　　　エ．運転態度
　　　　 　事故防止を規範とした真摯な安全運転姿勢、歩行者保護
　　　オ．エコドライブ
　　　　 　省エネ運転に配慮した運転
　　　カ．日常点検
　　　　　 日常点検基準における点検動作
　⑶ 競技の配点及び順位の決定方法
　　①配点　1,000点満点
　　　ア． 学科競技 …… 法規200点、構造機能100点、運転常識100点
　　　イ．実科競技 …… 運転技能・点検600点
　　②順位の決定方法
　　　 　総合得点の上位順とし、同点の場合は次による。
　　　ア． 過去5年間免許歴を有し、かつ、過去5年間無事故、無違反の

者とする
　　　イ．運転技能の得点の高い者とする
　　　ウ． すべてが同点の場合には、高年齢者（同年齢者の場合は誕生

日が先の者）とする

⓾その他⓾その他
⑴ 競技運営に係る統一基準

　コンテスト期間中〔令和7年10月25日㈯～27日㈪〕は、全日本ト
ラック協会が定める統一ゼッケンを着用すること。

⑵ 大会3日目に開催される表彰式に、特段の理由なく欠席した選手は途中
棄権とみなし、当該選手に対する選手表彰及び事業所表彰等はすべて
取り消すものとする。

10月25日（土）・26日（日）・27日（月）〜交通事故ゼロを目指して〜〜交通事故ゼロを目指して〜

地　区 学　科 運　転 点　検
北 海 道 6 月２８日（ 土 ）6 月２８日（ 土 ） 6 月 2８日（ 土 ）6 月 2８日（ 土 ）
青 森 県 7 月 2 6 日（ 土 ）7 月 2 6 日（ 土 ） 7 月 2６日（ 土 ）7 月 2６日（ 土 ） 7 月 2６日（ 土 ）7 月 2６日（ 土 ）
岩 手 県 6 月２８日（ 土 ）6 月２８日（ 土 ） 7 月 2６日（ 土 ）7 月 2６日（ 土 ） 7 月 2６日（ 土 ）7 月 2６日（ 土 ）
宮 城 県 7 月１９日（ 土 ）7 月１９日（ 土 ）
秋 田 県 7 月２６日（ 土 ）7 月２６日（ 土 ） 7 月 2６日（ 土 ）7 月 2６日（ 土 ） 7 月 2６日（ 土 ）7 月 2６日（ 土 ）
山 形 県 7 月7 月 ５日（ 土 ）５日（ 土 ）
福 島 県 7 月 1２日（ 土 ）7 月 1２日（ 土 ）
茨 城 県 7 月7 月 ５日（ 土 ）５日（ 土 ） 7 月7 月 ５日（ 土 ）５日（ 土 ） 7 月7 月 ５日（ 土 ）５日（ 土 ）
栃 木 県 5 月 1７日（ 土 ）5 月 1７日（ 土 ） 5 月 1７日（ 土 ）5 月 1７日（ 土 ） 5 月 1７日（ 土 ）5 月 1７日（ 土 ）
群 馬 県 7 月7 月 ６日（ 日 ）６日（ 日 ） 7 月7 月 6 日（ 日 ）6 日（ 日 ） 7 月7 月 ６日（ 日 ）６日（ 日 ）
埼 玉 県 ８月８月 ３日（ 日 ）３日（ 日 ）
千 葉 県 5 月３０日（ 金 ）5 月３０日（ 金 ） 6 月6 月 ７日（ 土 ）７日（ 土 ） 6 月6 月 ７日（ 土 ）７日（ 土 ）
東 京 都 4 月２４日（ 木 ）4 月２４日（ 木 ） 5 月２５日（ 日 ）5 月２５日（ 日 ）
神 奈 川 県 7 月１２日（ 土 ）7 月１２日（ 土 ）
山 梨 県 開催予定なし開催予定なし
新 潟 県 7 月7 月 ５日（ 土 ）５日（ 土 ） 7 月7 月 ５日（ 土 ）５日（ 土 ） 7 月7 月 ５日（ 土 ）５日（ 土 ）
長 野 県 7 月7 月 ６日（ 日 ）６日（ 日 ） 7 月7 月 ６日（ 日 ）６日（ 日 ） 7 月7 月 ６日（ 日 ）６日（ 日 ）
富 山 県 6 月２１日（ 土 ）6 月２１日（ 土 ） 6 月２１日（ 土 ）6 月２１日（ 土 ） 6 月２１日（ 土 ）6 月２１日（ 土 ）
石 川 県 6 月 1４日（ 土 ）6 月 1４日（ 土 ） 6 月 1４日（ 土 ）6 月 1４日（ 土 ） 6 月 1４日（ 土 ）6 月 1４日（ 土 ）
福 井 県 7 月１９日（ 土 ）7 月１９日（ 土 ） 7 月 1９日（ 土 ）7 月 1９日（ 土 ） 7 月 1９日（ 土 ）7 月 1９日（ 土 ）
岐 阜 県 9 月9 月 ７日（ 日 ）７日（ 日 ） 9 月9 月 ７日（ 日 ）７日（ 日 ） 9 月9 月 ７日（ 日 ）７日（ 日 ）
静 岡 県 ６月６月２１日（ 土 ）日（ 土 ） ６月６月２１日（ 土 ）日（ 土 ）

地　区 学　科 運　転 点　検
愛 知 県 ８月８月３０日（ 土 ） 日（ 土 ） ８月８月３０日（ 土 ） 日（ 土 ） ８月８月３０日（ 土 ） 日（ 土 ） 
三 重 県 6 月6 月 ７日（ 土 ）７日（ 土 ） 6 月6 月 ７日（ 土 ）７日（ 土 ）
滋 賀 県 5 月 1７日（ 土 ）5 月 1７日（ 土 ） 5 月 1７日（ 土 ）5 月 1７日（ 土 ） 5 月 1７日（ 土 ）5 月 1７日（ 土 ）
京 都 府 6 月２９日（ 日 ）6 月２９日（ 日 ） 6 月２９日（ 日 ）6 月２９日（ 日 ） 6 月２９日（ 日 ）6 月２９日（ 日 ）
大 阪 府 7 月7 月 ５日（ 土 ）５日（ 土 ） 7 月7 月 ５日（ 土 ）５日（ 土 ） 7 月7 月 ５日（ 土 ）５日（ 土 ）
兵 庫 県 ５月 2４日（ 土 ）５月 2４日（ 土 ） ５月 2４日（ 土 ）５月 2４日（ 土 ） ５月 2４日（ 土 ）５月 2４日（ 土 ）
奈 良 県 8月開催予定8月開催予定
和 歌 山 県 7 月 1２日（ 土 ）7 月 1２日（ 土 ） 7 月 1２日（ 土 ）7 月 1２日（ 土 ）
鳥 取 県 ６月６月３０日（ 月 ）日（ 月 ） ６月６月３０日（ 月 ）日（ 月 ） ６月６月３０日（ 月 ）日（ 月 ）
島 根 県 ７月1日（火）、2日（水）７月1日（火）、2日（水）
岡 山 県 7 月7 月 ３日（ 木 ）３日（ 木 ） 7 月7 月 ３日（ 木 ）３日（ 木 ） 7 月7 月 ３日（ 木 ）３日（ 木 ）
広 島 県 6 月 1５日（ 日 ）6 月 1５日（ 日 ） 6 月 1５日（ 日 ）6 月 1５日（ 日 ） 6 月 1５日（ 日 ）6 月 1５日（ 日 ）
山 口 県 8 月8 月 1 日（ 金 ）1 日（ 金 ）
徳 島 県 7 月7 月 6 日（ 日 ）6 日（ 日 ）
香 川 県 6 月１５日（ 日 ）6 月１５日（ 日 ） 6 月１５日（ 日 ）6 月１５日（ 日 ） 6 月１５日（ 日 ）6 月１５日（ 日 ）
愛 媛 県 7 月7 月 5 日（ 土 ）5 日（ 土 ） 7 月7 月 5 日（ 土 ）5 日（ 土 ）
高 知 県 7 月１２日（ 土 ）7 月１２日（ 土 ） 7 月１２日（ 土 ）7 月１２日（ 土 ）
福 岡 県 7 月２０日（ 日 ）7 月２０日（ 日 ） 7 月２０日（ 日 ）7 月２０日（ 日 ） 7 月２０日（ 日 ）7 月２０日（ 日 ）
佐 賀 県 8 月8 月 ２日（ 土 ）２日（ 土 ） 8 月8 月 ２日（ 土 ）２日（ 土 ）
長 崎 県 7 月 2６日（ 土 ）7 月 2６日（ 土 ）
熊 本 県 7 月7 月 ６日（ 日 ）６日（ 日 ） 7 月7 月 ６日（ 日 ）６日（ 日 ） 7 月7 月 ６日（ 日 ）６日（ 日 ）
大 分 県 8 月8 月 ２日（ 土 ）２日（ 土 ） 8 月8 月 ２日（ 土 ）２日（ 土 ）
宮 崎 県 7 月7 月 ５日（ 土 ）５日（ 土 ） 7 月7 月 5 日（ 土 ）5 日（ 土 ）
鹿 児 島 県 7 月7 月１３日（ 日 ）日（ 日 ） 7 月7 月１３日（ 日 ）日（ 日 ）
沖 縄 県 6 月 1１日（ 水 ）6 月 1１日（ 水 ） 7 月１９日（ 土 ）7 月１９日（ 土 ） 7 月１９日（ 土 ）7 月１９日（ 土 ）

表   　令和7年度 都道府県トラック協会　　　表   　令和7年度 都道府県トラック協会　　　
トラックドライバー・コンテストトラックドライバー・コンテスト日程日程

※�令和7年5月21日現在。上記開催日程については、今後予定が変更される可能性があるため、詳細は各都道府県トラック協会にお問い合わせください

　きこえない・きこえにくいアスリートのための国際ス
ポーツ大会「東京 2025 デフリンピック」が 11月 15日
～ 26日に東京、福島、静岡で開催される。
　同大会開催の気運醸成のため、３月から 11月にかけて
実施されている「全国キャラバン活動」と題した各地で
の様々な関連イベントに、全日本トラック協会は後援団
体として参画している。
　全ト協では、同活動に協力すべく、同活動の主催団体
である（一財）全日本ろうあ連盟を通じてポスター（写真）
を都道府県トラック協会宛てに送付し、関係施設等に貼
付するよう呼びかけている。

「東京2025デフリンピック」全国キャラバン活動を後援「東京2025デフリンピック」全国キャラバン活動を後援
都道府県ト協関連施設にポスター貼付を依頼都道府県ト協関連施設にポスター貼付を依頼

・手話を広める知事の会　・スポーツ庁　・全国市長会　・社会福祉法人全国社会福祉協議会　・全国手話言語市区長会　・全国知事会
・公益社団法人全日本トラック協会　・公益社団法人日本青年会議所　・一般社団法人日本民間放送連盟（五十音順）

全国47都道府県を巡る全国キャラバン活動ががスタート。

見て、知って、楽しみながら学べるイベントを全国各地で開

催します。手話やデフアスリートの魅力にふれながら、多様

性や共生社会について、一緒に考えてみませんか？
1132025

全国キャラバン活動

ろうあ連盟 全国キャラバン活動

活動
期間

全国47都道府県で開催！ ※各活動の詳しい日程は
HPからご確認ください。

一般財団法人

全日本ろうあ連盟

イベント開催
見る、知る、体験するを通して、デフリンピックや

デフスポーツの魅力を全国各地でお届けします。

全国のろう学校、小中学校で手話言語やデフスポーツの体験

学習を実施します。講師としてデフアスリートが来ることも…

体験学習
大会開催都市の東京都をめざして、来たと南から

2台のラッピングカーが日本全国を駆け抜けます。

東京2025大会PRカー

GO!GO!

・株式会社マジオネット　・株式会社メディカル・コンシェルジュ　・フジパスク株式会社

【 ゴールドパートナー】

【シルバーパートナー】

【後援】

DEAFLYMPICS

デフスポーツ振興
スポンサープログラム

全ト協

全ト協

第57回 全国トラックドライバー・コンテスト第57回 全国トラックドライバー・コンテスト
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陸上貨物運送事業労働災害防止協会

熱中症対策が
義務化されます
熱中症対策が
義務化されます

Check 
  Point

 

 

回復後の体調急変等により症状が悪化する場合、安全衛生推進者、衛生管理者等に連絡
→フローは「意識の異常等」に戻る。

陸運業における熱中症のおそれのある者に対する処置（フロー）

対象となる作業

①自覚症状がある場合
②熱中症のおそれのある者を発見した場合
①自覚症状がある場合
②熱中症のおそれのある者を発見した場合

作業離脱→身体冷却

意識の異常等自力での
水分摂取

異常等あり

異常等なし

できないできる
救急隊要請

医療機関への搬送経過観察
〇医療機関までの搬送の間や経過観察中は、一人にしない。
〇単独作業がある場合、あらかじめスマートフォンの「緊急
電話」の連絡先に、安全衛生推進者、衛生管理者等を指定す
ることにより、常に連絡できる状態を維持する。

回復しない、
症状悪化

回
復
後
の
体
調
急
変

回復回復

返事がおかしい、ぼーっとしている

1 1 9

安全担当者等の緊急連絡先

※このフローは、厚生労働省作成「職場における熱中症対策の強化について」リーフレットを参考にして作成したものです。

作業場に掲示し、迅速かつ適切に対処できるようにしましょう。

STOP
　　　　令和７年６月１日施行の改正労働安全
衛生規則により、熱中症対策が義務化されます。
熱中症について正しい知識を身につけ、適切に
対処しましょう。熱中症熱中症

熱中症が疑われる症状例
【自覚症状】
めまい、筋肉痛・筋肉の硬直（こむら返り）、
頭痛、不快感、吐き気、倦怠感、高体温など
【他覚症状】
ふらつき生あくび、失神、大量の発汗、 痙攣など

救急隊を要請すべきか判断に迷う場合
安易な判断は避け、

救急安心センター事業（♯7119）
等を活用するなど専門機関や医療機関に相談し
専門家の指示を仰ぐこと。

掲示用

WBGT（暑さ指数）２８度以上
または、気温３１度以上の環境下

連続１時間以上または、１日４時間
を超えて実施が見込まれる作業

※WBGT値はWBGT指数計又は環境省HPで確認


